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3 業界観察

新実施細則・審査基準施行後の初歩審査及び受理手

続きに関する中国国家知識産権局のFAQ（抜粋）

中国国家知識産権局がXML形式による専利出願へ切

り替え

専利証書の改版に関する中国国家知識産権局の公

告告

中国国家知識産権局が専利権存続期間補償業務の

手数料を明確化

中国国家知識産権局が特許審査ハイウェイ（PPH）改
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サ ビスソリ シ ン7 サービスソリューション

審査指南における進歩性に関する審査規定の理

解と適用 （2023年版審査指南における進歩性の

章に対する改正）

中国専利文献の読み方及び専利文献情報の入手

方法
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業界 観察

新実施細則・審査基準施行
後の初歩審査及び受理手続
きに関する中国国家知識産
権局のFAQ（抜粋）

1 . 受 理 手 続 き 中 、 「 参 照 に よ る 援 用 」 制 度 を

適 用 可 能 な 専 利 出 願 は ど の よ う な も の で す

か ？ 追 加 書 類 の 提 出 期 限 は ど の よ う に 計 算

さ れ ま す か ？ ど の よ う な 追 加 書 類 が 必 要 に

な り ま す か ？ 追 加 書 類 を 提 出 し た 場 合 、 出

願 日 は ど の よ う に 決 め ら れ ま す か ？

( 1 ) 「 参 照 に よ る 援 用 」 制 度 の 適 用 条 件 ：

① 2 0 2 4 年 1 月 2 0 日 以 降 （ 当 日 を 含 む ）① 2 0 2 4 年 1 月 2 0 日 以 降 （ 当 日 を 含 む ）

に 提 出 さ れ た 発 明 専 利 出 願 又 は 実 用

新 案 出 願 で あ っ て 、 か つ 分 割 出 願 で な

い こ と 。 ② 出 願 書 類 に 権 利 要 求 書 （ 特

許 請 求 の 範 囲 ） や 明 細 書 が 提 出 さ れ な

か っ た 場 合 、 又 は 実 用 新 案 に 明 細 書

の 添 付 図 面 が 提 出 さ れ な か っ た 場 合 。の 添 付 図 面 が 提 出 さ れ な か た 場 合 。

③ 当 該 出 願 に お い て 優 先 権 を 主 張 し

た 場 合 。 ④ 最 初 に 出 願 し た 時 に 「 参 照

に よ る 援 用 」 に 関 す る 声 明 を 提 出 し た

場 合 。 上 記 の 条 件 を 満 た し た 場 合 、 受

理 手 続 き に お い て 「 参 照 に よ る 援 用 」

制 度 が 適 用 さ れ 、 専 利 局 か ら 「 不 足 書

類 提 出 通 知 書 」 が 発 行 さ れ ま す 。

( 2 ) 追 加 書 類 の 提 出 期 限 ： 最 初 に 専 利 出

願 を し た 日 か ら 2 か 月 以 内 、 又 は 「 不 足

書 類 提 出 通 知 書 」 を 受 領 し た 日 か ら 2

か 月 以 内 。

( 3 ) 追 加 書 類 の 要 件 ： 「 参 照 に よ る 援 用 の

確 認 に 関 す る 声 明 を 提 出 す る と と も確 認 に 関 す る 声 明 」 を 提 出 す る と と も

に 、 不 足 し て い る 必 要 な 出 願 書 類 を 提

出 す る こ と 。

( 4 ) 出 願 日 の 決 定 ： 期 限 内 に 「 参 照 に よ る
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援 用 の 確 認 に 関 す る 声 明 」 及 び 不 足 し て い

る 必 要 な 出 願 書 類 を 提 出 し 、 か つ 受 理 要 件

を 満 た し た 場 合 に は 、 最 初 に 専 利 出 願 を し

た 日 が 出 願 日 と な り ま す 。

な お 、 受 理 手 続 き 中 に 「 参 照 に よ る 援 用 」

を 適 用 し た 出 願 書 類 に つ い て 初 歩 審 査 時を 適 用 し た 出 願 書 類 に つ い て 、 初 歩 審 査 時

に は 、 参 照 に よ る 援 用 に 係 る 内 容 に 対 し 、

更 に 審 査 が 行 わ れ ま す 。 優 先 権 が 認 め ら れ

な い 場 合 、 専 利 出 願 の 受 理 は 取 り 消 し と な

り 、 参 照 に よ る 援 用 に 関 す る 声 明 は 提 出 さ

れ な か っ た も の と み な さ れ ま す 。 優 先 権 は 認

め ら れ た が 、 追 加 書 類 の 内 容 が 基 礎 出 願 の

書 類 副 本 と そ の 中 国 語 訳 に 含 ま れ て お ら ず 、

補 正 後 も 含 ま れ て い な い 場 合 、 不 足 し て い

る 書 類 を 提 出 し た 日 を も っ て 、 出 願 日 が 再 度

決 め ら れ ま す 。

2 . 期 間 徒 過 後 の 優 先 権 回 復 と 優 先 権 主 張

の 追 加 ・ 訂 正 を 行 え る の は 、 出 願 日 が 2 0 2 4

年 月 降 専 利 出 願 限 ら れ ま す年 1 月 2 0 日 以 降 の 専 利 出 願 に 限 ら れ ま す

か ？

国 内 出 願 に つ い て は 、 局 公 告 第 5 5 9 号 「 改

正 専 利 法 及 び そ の 実 施 細 則 に 係 る 審 査 業

務 の 取 扱 に 関 す る 経 過 措 置 」 第 3 条 の 規 定

に よ る と 、 出 願 人 は 、 出 願 日 に 関 係 な く 、

2 0 2 4 年 1 月 2 0 日 か ら 細 則 第 3 6 条 第 3 7 条2 0 2 4 年 1 月 2 0 日 か ら 細 則 第 3 6 条 、 第 3 7 条

の 規 定 に 基 づ き 、 優 先 権 回 復 の 請 求 書 又 は

優 先 権 主 張 の 追 加 ・ 訂 正 の 請 求 書 を 提 出 す

る こ と が で き ま す 。

P C T 国 内 移 行 出 願 に つ い て は 、 局 公 告 第

5 5 9 号 に よ る と 、 移 行 日 か ら 2 か 月 の 期 間 満

了 日 が 2 0 2 4 年 1 月 2 0 日 以 降 で あ る 場 合 、 出

願 人 は 専 利 法 実 施 細 則 第 1 2 8 条 の 規 定 に

基 づ き 、 優 先 権 の 回 復 を 請 求 す る こ と が で

き ま す 。
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3 . 期 間 徒 過 後 の 優 先 権 回 復 、 優 先 権 主 張 の

追 加 ・ 訂 正 、 又 は 参 照 に よ る 援 用 の 手 続 き

を 行 う 場 合 、 D A S を 利 用 し て 先 行 出 願 の 書

類 副 本 を 提 出 す る こ と が で き ま す か ？

で き ま す 。 た だ し 、 D A S 経 由 で 副 本 を 提 出

す る と 電 子 的 交 換 に 待 ち 時 間 が 発 生 す る たす る と 電 子 的 交 換 に 待 ち 時 間 が 発 生 す る た

め 、 直 接 副 本 を 提 出 す る 場 合 と 比 べ 、 期 間

が 長 く な り ま す 。 ま た 、 電 子 的 交 換 が で き な

い ケ ー ス も あ り 、 そ れ に よ っ て 期 限 内 に 副 本

を 提 出 で き ず 権 利 を 喪 失 し て し ま う 恐 れ が

あ り ま す 。 し た が っ て 、 手 続 き 期 間 を 短 縮 し 、

リ ス ク を 回 避 す る た め に は 、 直 接 先 行 出 願

の 書 類 副 本 を 提 出 す る こ と を お 勧 め し ま す 。

4 . す で に 開 放 許 諾 さ れ た 専 利 に つ い て 、 専

利 権 者 は 専 利 権 を 譲 渡 又 は 放 棄 す る こ と が

で き ま す か ？

す で に 開 放 許 諾 さ れ た 専 利 に つ い て 、 専

利 権 者 が 専 利 権 譲 渡 の 登 記 又 は 書 面 に よ

る 専 利 権 放 棄 を 行 う た め に は 、 ま ず 専 利 業

務 処 理 シ ス テ ム （ W e b 版 ） に て 専 利 開 放 許

諾 の 声 明 の 撤 回 手 続 き を 行 う 必 要 が あ り ま

す 。

5 . 専 利 が す で に 開 放 許 諾 さ れ て い る 場 合 、

専 利 権 者 と 質 権 者 は 専 利 質 権 設 定 登 録 を

行 う こ と が で き ま す か ？行 う こ と が で き ま す か ？

専 利 権 者 が 開 放 許 諾 さ れ た 専 利 権 に 質 権

を 設 定 す る 場 合 、 専 利 権 者 は 、 専 利 権 質 権

設 定 登 録 を 行 う 際 に 、 質 権 者 が 専 利 開 放 許

諾 の 継 続 に 同 意 す る 旨 の 書 面 を 提 出 し な け

れ ば 、 登 録 は 認 め ら れ ま せ ん 。

6 す で に 開 放 さ れ た 専 利 の ラ イ セ ン ス 料 や6 . す で に 開 放 さ れ た 専 利 の ラ イ セ ン ス 料 や

ラ イ セ ン ス 期 間 は 変 更 で き ま す か ？

す で に 開 放 さ れ た 専 利 に つ い て 、 正 当 な

理 由 に よ り ラ イ セ ン ス 料 / ラ イ セ ン ス 期 間 を
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変 更 す る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 専 利 開 放 許

諾 の 声 明 を 撤 回 し て か ら 、 新 た に 専 利 開 放

許 諾 の 声 明 を 提 出 す る 形 で ラ イ セ ン ス 料 / ラ

イ セ ン ス 期 間 を 変 更 で き ま す 。

7 . す で に 開 放 さ れ た 専 利 に 関 し て 独 占 的 又

は 排 他 的 ラ イ セ ン ス を 許 諾 す る こ と が で き まは 排 他 的 ラ イ セ ン ス を 許 諾 す る こ と が で き ま

す か ？

す で に 開 放 さ れ た 専 利 に つ い て 、 専 利 権

者 は 、 ラ イ セ ン ス 期 間 の 満 了 前 に 当 該 専 利

に 関 し て 独 占 的 又 は 排 他 的 ラ イ セ ン ス を 許

諾 す る こ と は で き ま せ ん 。

8 . 専 利 開 放 許 諾 の 声 明 書 式 の 第 9 欄 「 ラ イ8 . 専 利 開 放 許 諾 の 声 明 書 式 の 第 9 欄 ラ イ

セ ン サ ー 連 絡 先 」 に 記 入 す べ き 宛 先 は 、 専

利 請 求 書 （ 出 願 時 の 願 書 ） に お け る 連 絡 先

の 者 と 同 一 に す る 必 要 が あ り ま す か ？

同 一 人 物 で あ る 必 要 は あ り ま せ ん 。 専 利

権 者 （ 出 願 人 ） は 、 実 際 の ニ ー ズ に 応 じ て そ

れ ぞ れ の 連 絡 先 を 指 定 す べ き で す 。 専 利 請

求 書 に お け る 連 絡 先 は 、 専 利 局 か ら の 書 類

を 受 け 取 る た め に 専 利 出 願 人 が 指 定 し た 人

物 で あ り 、 専 利 出 願 人 と 専 利 局 と の ス ム ー

ズ な 連 絡 に 関 り ま す 。 一 方 、 任 意 の 団 体 又

は 個 人 が 開 放 専 利 を 利 用 し た い 場 合 に 、 専

利 開 放 許 諾 の 声 明 に 記 載 さ れ た 「 ラ イ セ ン

サ 連 絡 先 」 に 従 い 当 該 連 絡 先 に 連 絡 すサ ー 連 絡 先 」 に 従 い 、 当 該 連 絡 先 に 連 絡 す

る 又 は 直 接 書 面 通 知 を す る こ と に な り ま す

の で 、 受 信 者 は 専 利 権 者 が 持 つ 専 利 権 の 活

用 権 益 に 関 わ り ま す 。

出 典 ： 中 国 国 家 知 識 産 権 局

中国国家知識産権局がXML中国国家知識産権局がXML
形式による専利出願へ切り
替え
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中 国 国 家 知 識 産 権 局 は 、 2 0 2 5 年 1 月 1 日

か ら 電 子 出 願 で 提 出 さ れ る 専 利 出 願 及 び 書

類 に つ い て 、 P D F 及 び W O R D 形 式 の フ ァ イ

ル （ 出 願 書 類 と 中 間 書 類 を 含 む ） の 受 付 を

停 止 し 、 X M L 形 式 の フ ァ イ ル の み 受 付 る こ と

を 計 画 し 、 試 験 運 用 を 始 め た 。を 計 画 し 、 試 験 運 用 を 始 め た 。

出 典 ： 中 国 国 家 知 識 産 権 局

専 利 証 書 の 改 版 に 関 す る 中
国国家知識産権局の公告

2 0 2 4 年 5 月 1 0 日 に 発 表 さ れ た 中 国 国 家 知

識 産 権 局 の 公 告 第 5 8 1 号 に よ る と 、 中 国 国

家 知 識 産 権 局 は 専 利 証 書 の 様 式 を 改 版 す

る こ と を 決 定 し た 。 権 利 付 与 公 告 日 が 2 0 2 4

年 6 月 1 日 （ 当 日 を 含 む ） 以 降 の 専 利 に つ い

て は 、 中 国 国 家 知 識 産 権 局 か ら 新 様 式 の 専

利 証 書 を 発 行 さ れ る 新 様 式 の 専 利 証 書 は利 証 書 を 発 行 さ れ る 。 新 様 式 の 専 利 証 書 は

A 4 縦 型 を 踏 襲 し て い る が 、 記 載 事 項 の レ イ

ア ウ ト を 最 適 化 し た 。

下 記 の 図 例 は 新 様 式 の 発 明 専 利 証 書 で

あ る 。 な お 、 す べ て の 専 利 証 書 は 一 ペ ー ジ

に 収 ま る こ と に な っ た 。

出 典 ： 中 国 国 家 知 識 産 権 局
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中 国 国 家 知 識 産 権 局 が 専 利
権 存 続 期 間 補 償 業 務 の 手 数
料を明確化

中 国 国 家 知 識 産 権 局 が 2 0 2 4 年 1 月 1 8 日

に 発 表 し た 「 専 利 権 存 続 期 間 補 償 業 務 の 取に 発 表 し た 専 利 権 存 続 期 間 補 償 業 務 の 取

扱 い に 関 す る 通 知 」 に よ る と 、 改 正 さ れ た 専

利 法 実 施 細 則 と 「 専 利 審 査 指 南 」 が 1 月 2 0

日 か ら 施 行 さ れ る が 、 そ の 中 の 専 利 権 存 続

期 間 補 償 業 務 に つ い て は 、 中 国 国 務 院 財 政

部 門 と 中 国 国 家 知 識 産 権 局 等 が 手 数 料 基

準 を 発 表 し て か ら の 実 施 に な る 。 手 数 料 基

準 の 発 表 前 に 専 利 権 存 続 期 間 補 償 の 請 求

を 提 出 し た 場 合 、 手 数 料 基 準 の 施 行 日 か ら

3 か 月 以 内 に 、 当 該 手 数 料 を 納 付 し な け れ

ば な ら な い 。

こ の ご ろ 、 中 国 国 家 知 識 産 権 局 は 専 利 権

存 続 期 間 補 償 業 務 の 手 数 料 を 明 確 化 し た 。

5 月 2 8 日 に 発 表 さ れ た 「 知 的 財 産 行 政 サ ー5 月 2 8 日 に 発 表 さ れ た 「 知 的 財 産 行 政 サ

ビ ス ガ イ ド ラ イ ン （ 第 2 版 ） 」 に よ る と 、 専 利 権

存 続 期 間 補 償 の 手 続 き を 行 う に は 、 専 利 権

者 は 中 国 国 家 知 識 産 権 局 に 請 求 手 数 料

2 0 0 人 民 元 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

専 利 権 存 続 期 間 補 償 の 手 続 き の 流 れ は

次 の と お り で あ る 。 請 求 者 は 専 利 存 続 期 間

又 は 医 薬 品 専 利 存 続 期 間 補 償 の 請 求 書 を

提 出 し 、 請 求 手 数 料 を 納 付 す る 。 請 求 が 認

め ら れ た 場 合 、 中 国 国 家 知 識 産 権 局 は 専 利

権 存 続 期 間 補 償 の 承 認 決 定 を 発 行 し 、 補 償

承 認 及 び 補 償 日 数 を 通 知 す る 。

な お 、 「 知 的 財 産 行 政 サ ー ビ ス ガ イ ド ラ イ

ン （ 第 2 版 ） 」 に よ る と 専 利 権 存 続 期 間 の 補ン （ 第 2 版 ） 」 に よ る と 、 専 利 権 存 続 期 間 の 補

償 期 間 に 係 る 年 金 は 一 括 納 付 と な っ て お り 、

延 滞 期 間 や 減 額 は 設 け な い 。 2 0 年 の 専 利

期 間 が 満 了 す る 1 ヶ 月 前 ま で に 専 利 権 存 続

泛 華 偉 業 知 識 産 権 |  季 刊 情 報 誌5
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期 間 の 補 償 期 間 に 係 る 年 金 が 支 払 わ れ な

か っ た 場 合 、 中 国 国 家 知 識 産 権 局 は 専 利 権

者 に 「 専 利 権 存 続 期 間 の 補 償 期 間 に 係 る 年

金 納 付 通 知 」 を 送 付 し 、 納 付 の 催 告 を 行 う 。

期 限 内 に 専 利 権 存 続 期 間 の 補 償 期 間 に 係

る 年 金 が 支 払 わ れ な か っ た 場 合 、 又 は 納 付る 年 金 が 支 払 わ れ な か っ た 場 合 、 又 は 納 付

額 が 不 足 し て い る 場 合 、 権 利 回 復 の 手 続 き

は 設 け ら れ て い な い 。

出 典 ： 中 国 国 家 知 識 産 権 局

中 国 国 家 知 識 産 権 局 が 特 許
審 査 ハ イ ウ ェ イ （ PPH ） 改 善審 査 ハ イ ウ ェ イ （ PPH ） 改 善
政策への参加を表明

特 許 審 査 ハ イ ウ ェ イ （ P P H ） の ユ ー ザ ー 体

験 を 更 に 向 上 さ せ る た め に 、 中 国 国 家 知 識

産 権 局 は 2 0 2 4 年 4 月 、 中 国 、 米 国 、 欧 州 、

日 本 韓 国 の 5 大 特 許 庁 が 協 力 す る 「 P P H日 本 、 韓 国 の 5 大 特 許 庁 が 協 力 す る 「 P P H

改 善 政 策 」 に 参 加 す る こ と を 発 表 し 、 2 0 2 4

年 に P P H を 通 じ た 特 許 出 願 に 対 す る 初 回 審

査 意 見 通 知 書 の 平 均 発 行 期 間 並 び に 、 出 願

人 が 審 査 意 見 通 知 書 に 回 答 し た 後 の 二 回

目 の 審 査 意 見 通 知 書 の 平 均 発 行 期 間 の 目

標 を 3 か 月 に 設 定 す る 旨 を 宣 言 し た 。 こ れ に

よ り 、 P P H の ユ ー ザ ー は 審 査 期 間 の 予 測 を

よ り し や す く な る 。

P P H は 、 異 な る 国 又 は 地 域 間 の 特 許 審

査 を 迅 速 化 す る チ ャ ネ ル で あ り 、 特 許 審 査

機 関 間 の 業 務 共 有 を 通 じ て 特 許 審 査 の プ ロ

セ ス を 加 速 さ せ る 。 2 0 1 1 年 1 1 月 に 最 初 の

試 験 運 用 を 開 始 し て 以 来 中 国 国 家 知P P H 試 験 運 用 を 開 始 し て 以 来 、 中 国 国 家 知

識 産 権 局 は 3 2 の 国 又 は 地 域 の 特 許 審 査 機

関 と 相 次 ぎ P P H 協 力 を 確 立 し た 。

出 典 ： 中 国 国 家 知 識 産 権 局
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審査指南における進歩性に
関する審査規定の理解と適
用 （2023年版審査指南にお
ける進歩性の章に対する改
正）

パ ー ト ナ ー 弁 護 士 ・ 弁 理 士 王 勇パ ト ナ 弁 護 士 弁 理 士 王 勇

進 歩 性 と は 、 発 明 が 従 来 技 術 に 比 べ て 際

立 っ た 実 質 的 特 徴 を 有 し 、 顕 著 な 進 歩 を 遂

げ て い る こ と を 指 し 、 そ れ は 発 明 の 専 利 出

願 が 専 利 権 を 付 与 す る た め に 満 た す 必 要 が

あ る 最 も 重 要 な 条 件 で あ り 、 発 明 創 造 の 創

造 性 対 す る 求 あ る 審 査 実 務 る造 性 に 対 す る 要 求 で あ る 。 審 査 実 務 に よ る

と 、 発 明 専 利 出 願 の 6 0 ％ 以 上 が 審 査 過 程 で

発 明 の 進 歩 性 に 関 し て 審 査 官 に よ り 審 査 意

見 を 出 さ れ た り 、 そ れ を 理 由 と し て 拒 絶 若 し

く は 無 効 と 判 断 さ れ た り す る こ と が あ る 。 発

明 の 進 歩 性 に 関 す る 審 査 基 準 を 明 確 に す る

こ と は 、 審 査 の 質 を 向 上 さ せ 専 利 権 の 有 効こ と は 、 審 査 の 質 を 向 上 さ せ 専 利 権 の 有 効

性 を 確 保 し 、 そ し て 発 明 的 創 造 活 動 に 対 す

る 国 の 奨 励 ・ 支 援 方 針 を 施 行 す る こ と に と っ

て も 重 要 な 意 義 を 持 つ 。 こ の た め 、 2 0 2 3 年

の 審 査 指 南 に は 、 最 も 近 い 従 来 技 術 及 び 発

明 に よ っ て 実 際 に 解 決 さ れ る 技 術 的 課 題 の

確 定 規 則 、 公 知 常 識 的 証 拠 の 種 類 な ど の 関

連 規 定 を 含 む 、 い く つ か の 非 常 に 重 要 で 有

意 義 な 改 正 が 加 え ら れ た 。

専 利 法 第 2 2 条 第 3 項 の 規 定 に よ れ ば 、 発

明 が 進 歩 性 を 有 す る か 否 か を 判 断 す る に は 、

そ の 発 明 が 際 立 っ た 実 質 的 特 徴 を 有 す る か

否 か を 判 断 す る と 同 時 に 、 顕 著 な 進 歩 を 遂

げ る か 否 か を 判 断 す る 必 要 も あ る 中 国 のげ る か 否 か を 判 断 す る 必 要 も あ る 。 中 国 の

専 利 法 で は 、 進 歩 性 を 判 断 す る 際 に 、 米 国

特 許 商 標 庁 （ U S P T O ） 及 び 欧 州 特 許 庁

（ E P O ） の 「 非 自 明 性 」 と 「 進 歩 性 」 の 基 準 と
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ほ ぼ 本 質 的 な 違 い が な い 「 際 立 っ た 実 質 的

特 徴 」 と 「 顕 著 な 進 歩 」 の 基 準 を 採 用 し て い

る が 、 発 明 が 顕 著 な 進 歩 を 遂 げ 、 従 来 技 術

に 比 べ 有 益 な 技 術 的 効 果 を 生 み 出 す 必 要

が あ る こ と が 強 調 さ れ て い る 。

一 際 立 っ た 実 質 的 特 徴 に 対 す る 審 査. 際 立 っ た 実 質 的 特 徴 に 対 す る 審 査

審 査 指 南 の 規 定 に よ れ ば 、 発 明 が 際 立 っ た

実 質 的 特 徴 を 有 す る か 否 か を 判 断 す る こ と

は 、 当 該 発 明 が 従 来 技 術 に 比 べ て 当 業 者 に

と っ て 自 明 で あ る か 否 か を 判 断 す る こ と に あ

る 。 即 ち 、 当 業 者 の 従 来 技 術 に 基 づ く 論 理

的 分 析 、 推 論 、 又 は 限 ら れ た 実 験 の み に よ

っ て 得 ら れ る 発 明 で あ れ ば 、 そ の 発 明 は 自

明 で あ る 。 発 明 が 自 明 で あ る か 否 か を 判 断

す る 場 合 、 通 常 、 い わ ゆ る 「 3 ス テ ッ プ 法 」 に

従 っ て 審 査 さ れ る が 、 こ の 方 法 は 欧 州 特 許

庁 の 審 査 規 則 と 本 質 的 に 一 致 し て お り 、 い

ず れ も 課 題 - 解 決 手 段 に 基 づ く 判 断 で あ る 。

理 論 的 司 法 的 に は 他 に も い く か の 審 査理 論 的 、 司 法 的 に は 他 に も い く つ か の 審 査

手 段 が 提 出 さ れ て い る が 、 実 務 上 、 審 査 手

続 き 、 復 審 、 無 効 手 続 き 及 び 行 政 訴 訟 手 続

き に お い て は 、 常 に 「 3 ス テ ッ プ 法 」 が 主 流 と

な っ て い る 。 し た が っ て 、 以 下 、 発 明 の 際 立

っ た 実 質 的 特 徴 （ 即 ち 非 自 明 性 ） に 関 す る 審

査 基 準 と 答 弁 戦 略 を 、 3 ス テ ッ プ 法 の 順 に 紹査 基 準 と 答 弁 戦 略 を 、 ス テ ッ プ 法 の 順 に 紹

介 す る 。

ス テ ッ プ （ 一 ） ： 最 も 近 い 従 来 技 術 を 確 定

最 も 近 い 従 来 技 術 と は 、 出 願 発 明 に 最 も

密 接 に 関 連 す る 従 来 技 術 を 指 し 、 発 明 が 際

立 っ た 実 質 的 特 徴 を 有 す る か 否 か を 判 断 す

る 基 礎 と な る 。 実 際 に は 、 最 も 近 い 従 来 技 術

を 含 む 従 来 技 術 は 、 通 常 、 検 索 で 得 る 必 要

が あ る 。 検 索 に よ っ て 得 ら れ る 従 来 技 術 の

文 献 が 多 い 場 合 、 最 も 近 い 従 来 技 術 は そ の

7 
泛 華 偉 業 知 識 産 権 |  季 刊 情 報 誌



2 0 2 4 年 0 7 月 | 季 刊

う ち の 1 つ 又 は そ の 技 術 案 の 1 つ だ け を 選 択

す る 必 要 が あ る 。 選 択 原 則 と し て は 、 一 般 的

に 、 出 願 発 明 の 技 術 分 野 と 同 じ 、 解 決 す べ

き 技 術 的 課 題 、 技 術 的 効 果 又 は 用 途 が 出 願

発 明 と 最 も 近 い 、 か つ / 又 は 出 願 発 明 の 技

術 的 特 徴 を 最 も 多 く 開 示 し た 従 来 技 術 で あ

り 、 或 い は 出 願 発 明 の 技 術 分 野 と は 異 な る

が 、 出 願 発 明 の 機 能 を 実 現 し 出 願 発 明 の 技

術 的 特 徴 を 最 も 多 く 開 示 し た 従 来 技 術 で あ

る 。

た だ し 、 異 な る 技 術 分 野 の 技 術 案 を 最 も 近

い 従 来 技 術 と し て 選 択 す る と 、 最 終 的 に 進

歩 性 審 査 の 結 果 に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が歩 性 審 査 の 結 果 に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が

あ る 。 更 に 、 実 際 に は 、 最 も 近 い 従 来 技 術 を

選 択 す る 際 、 審 査 官 は 、 審 査 対 象 の 出 願 の

請 求 項 が 従 来 技 術 と 共 有 す る 技 術 的 特 徴

の 数 を 一 方 的 に 強 調 し 、 発 明 に よ っ て 解 決

す べ き 技 術 的 課 題 と 従 来 技 術 が 対 処 し よ う

と し 解 決 し た 技 術 的 課 題 と の 関 係 が 無 視 さ解 決 技 課 関 視

れ る ケ ー ス が 時 々 見 か け ら れ 、 そ れ に よ っ

て 進 歩 性 を 判 断 す る 際 に あ る 程 度 の 偏 り を

も た ら し て し ま う 。

し た が っ て 、 2 0 2 3 年 に 改 正 さ れ た 審 査 指

南 で は 、 最 も 近 い 従 来 技 術 を 確 定 す る 際 に

は 「 技 術 分 野 が 同 一 又 は 類 似 の 従 来 技 術 を

優 先 的 に 選 択 す る 」 こ と に 留 意 す べ き で あ る

と い う 当 初 の 審 査 指 南 の 規 定 を 基 に 、 「 そ の

う ち 、 解 決 す べ き 技 術 的 課 題 に 関 連 す る 従

来 技 術 を 優 先 的 に 選 択 す べ き で あ る 」 こ と を

追 加 し た 。 こ こ で の 技 術 的 課 題 の 「 関 連 性 」

は 、 審 査 対 象 の 出 願 に よ っ て 解 決 す べ き 技

術 的 課 題 と 従 来 技 術 の 技 術 的 課 題 と の 間 に術 的 課 題 と 従 来 技 術 の 技 術 的 課 題 と の 間 に

関 連 性 が あ る こ と が 強 調 さ れ て い る 。 こ の 関

連 性 と は 、 例えば、 従 来 技 術 に 明 確 に 記 載 さ

れ て い る 発 明 の 目 的 又 は 技 術 的 課 題 が 、 審

査 対 象 の 出 願 に よ っ て 解 決 す べ き 技 術 的
8
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課 題 と 同 一 又 は 類 似 の こ と 、 又 は 明 確 に 記

載 さ れ て い な い が 、 当 業 者 で あ れ ば 、 こ の 技

術 的 課 題 の 存 在 を 認 識 で き る こ と で あ る 。

一 般 的 に 、 発 明 の 目 的 は 、 発 明 に よ っ て

解 決 す べ き 技 術 的 課 題 を 技 術 案 に よ り 解 決

し て 技 術 的 効 果 を 実 現 す る こ と に あ り 、 従 来し 技 術 的 効 果 を 実 現 す る あ り 、 従 来

技 術 と 発 明 に よ っ て 解 決 す べ き 技 術 的 課 題

と の 間 に 技 術 的 関 連 性 が あ る 場 合 こ そ 、 こ の

従 来 技 術 が 最 も 近 い 従 来 技 術 と し て 、 出 願

発 明 の 目 的 を 達 成 す る た め の 最 も 理 想 的 な

出 発 点 と な る 可 能 性 が 高 い 。 こ の 改 正 に よ り 、

発 明 創 造 の 出 発 点 と 過 程 を 発 掘 す る こ と に

焦 点 を 当 て る よ う に 進 歩 性 審 査 を 指 導 し 、 最

も 近 い 引 用 文 献 を 選 択 す る 際 の 主 観 的 判 断

を 軽 減 し 、 手 間 の か か る 補 正 を 可 能 な 限 り 回

避 す る こ と が で き る 。

ス テ ッ プ （ 二 ） ： 発 明 の 区 別 的 特 徴 と 発 明 に

よ っ て 実 際 に 解 決 さ れ る 技 術 的 課 題 を 確 定

こ の ス テ プ （ 二 ） で は ま ず ス テ プこ の ス テ ッ プ （ 二 ） で は 、 ま ず 、 ス テ ッ プ

（ 一 ） で 確 定 さ れ た 最 も 近 い 従 来 技 術 と 比 較

し て 、 出 願 発 明 の 区 別 的 特 徴 を 分 析 す る 必

要 が あ り 、 次 に 、 出 願 発 明 に お け る こ の 区 別

的 特 徴 が 達 成 で き る 技 術 的 効 果 に よ っ て 、 発

明 に よ っ て 実 際 に 解 決 さ れ る 技 術 的 課 題 を

確 定 す る 。 こ の 意 味 で 、 発 明 に よ っ て 実 際 に定 す 、 実 際

解 決 さ れ る 技 術 的 課 題 と は 、 よ り 良 い 技 術 的

効 果 を 得 る た め に 最 も 近 い 従 来 技 術 を 改 良

す る 技 術 的 目 的 を 指 す 。

区 別 的 特 徴 に 基 づ い て 発 明 に よ っ て 実 際

に 解 決 さ れ る 技 術 的 課 題 を 確 定 す る こ と は 、

「 3 ス テ ッ プ 法 」 の 応 用 に お い て 「 架 け 橋 」 と し
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て の 役 割 を 果 た し 、 そ の 目 的 は 、 ス テ ッ プ

（ 三 ） に お け る 技 術 的 動 機 付 け の 探 索 の た め

の 方 向 性 を 決 め る こ と に あ る 。 2 0 1 9 年 に 公

布 さ れ た 国 家 知 識 産 権 局 公 告 第 3 2 8 号 で は 、
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「 3 ス テ ッ プ 法 」 の う ち 発 明 に よ っ て 実 際 に 解

決 さ れ る 技 術 的 課 題 を 確 定 す る ス テ ッ プ に 関

す る 審 査 指 南 の 規 定 を 改 善 し 、 「 出 願 発 明 に

お け る 」 区 別 的 特 徴 が 達 成 で き る 技 術 的 効 果

に 基 づ い て 発 明 に よ っ て 実 際 に 解 決 さ れ る 技

術 的 課 題 を 確 定 し な け れ ば な ら な い こ と が 明

確 に な っ た 同 時 に 技 術 案 を 全 体 と し て 考確 に な っ た 。 同 時 に 、 技 術 案 を 全 体 と し て 考

慮 す る と い う 原 則 が 強 調 さ れ 、 機 能 的 に 相 互

に サ ポ ー ト し 、 相 互 作 用 関 係 が 存 在 す る 技 術

的 特 徴 に つ い て 、 出 願 発 明 に お い て 上 記 技

術 的 特 徴 と そ れ ら の 関 係 が 達 成 す る 技 術 的

効 果 を 全 体 と し て 考 慮 さ れ る べ き で あ る と 指

摘 し た 。

発 明 に よ っ て 実 際 に 解 決 さ れ る 技 術 的 課 題

の 客 観 的 な 分 析 、 確 定 は 「 3 ス テ ッ プ 法 」 の 全

体 的 な 判 断 過 程 に お い て 非 常 に 重 要 で あ る

た め 、 今 回 の 改 正 で は 更 に 、 技 術 的 課 題 を 再

確 定 す る 際 に 注 意 す べ き 問 題 及 び 個 別 の 特

殊 な 状 況 に つ い て 説 明 を し た 。

⑴ 技 術 的 課 題 を 確 定 す る 際 に 注 意 す べ き 問

題

審 査 実 務 に お い て 、 審 査 官 が 認 定 し た 最 も

近 い 従 来 技 術 は 、 出 願 人 が 明 細 書 に 記 載 し

て い る 従 来 技 術 と 異 な る 場 合 が 多 い た め 、 審

査 官 が 認 定 し た 最 も 近 い 従 来 技 術 に 基 づ い

て 確 定 さ れ る 「 出 願 発 明 に よ っ て 実 際 に 解 決て 確 定 さ れ る 「 出 願 発 明 に よ っ て 実 際 に 解 決

さ れ る 技 術 的 課 題 」 も 出 願 人 が 明 細 書 に 記 載

し た 技 術 的 課 題 と 異 な る 場 合 が あ る 。 こ の 場

合 、 発 明 に よ っ て 実 際 に 解 決 さ れ る 技 術 的 課

題 は 、 審 査 官 が 認 定 し た 最 も 近 い 従 来 技 術

に 基 づ い て 再 確 定 す る 必 要 が あ る 。 た だ し 、

審 査 又 は 審 査 意 見 に 対 す る 応 答 の 過 程 で 、

審 査 官 又 は 代 理 人 は 通 常 、 発 明 に よ っ て 実

際 に 解 決 さ れ る 技 術 的 課 題 に つ い て の 理 解

に お い て 両 つ の 極 端 の ア プ ロ ー チ 方 を す る 場

合 が あ る 。 あ ま り に も 広 く 決 め す ぎ て い て 、 発
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明 に よ っ て 実 際 に 解 決 さ れ る 技 術 的 課 題 を 不

適 切 に 拡 大 又 は 上 位 概 念 化 し 、 達 成 で き る

技 術 的 効 果 を 誇 張 、 縮 小 、 又 は 歪 曲 し た り す

る か 、 或 い は あ ま り に も 具 体 的 に 決 め す ぎ て

い て 、 発 明 に よ っ て 実 際 に 解 決 さ れ る 技 術 的

課 題 に お い て 区 別 的 特 徴 へ の 導 き を 含 ん だ

り 区 別 的 特 徴 を 直 接 に 発 明 に よ て 実 際 にり 、 区 別 的 特 徴 を 直 接 に 発 明 に よ っ て 実 際 に

解 決 さ れ る 技 術 的 課 題 と し た り し て 、 発 明 が

自 明 で あ る と い う 後 知 恵 的 な 結 論 に 至 っ て し

ま う 傾 向 が あ る 。

上 記 問 題 を 回 避 す る た め に 、 2 0 2 3 年 に 新

た に 改 正 さ れ た 審 査 指 南 で は 、 発 明 に よ っ て

実 際 に 解 決 さ れ る 技 術 的 課 題 を 確 定 す る 際 、実 際 に 解 決 さ れ る 技 術 的 課 題 を 確 定 す る 際 、

技 術 的 特 徴 と 技 術 的 効 果 と の 関 係 に つ い て

客 観 的 な 分 析 を 行 う 必 要 が あ る と 強 調 さ れ て

い る 。 再 確 定 さ れ た 技 術 的 課 題 が 技 術 的 効

果 と 一 致 す る よ う に 、 発 明 に お け る 区 別 的 特

徴 が 達 成 で き る 技 術 的 効 果 に 基 づ い て 確 定

さ れ る べ き で あ る 一 方 、 確 定 さ れ た 発 明 に

よ っ て 実 際 に 解 決 さ れ る 技 術 的 課 題 は 、 こ の

技 術 的 課 題 を 解 決 す る た め に 発 明 に よ っ て

提 出 さ れ る 技 術 的 手 段 を 含 ん で は な ら ず 、 つ

ま り 区 別 的 特 徴 を 直 接 発 明 に よ っ て 実 際 に 解

決 さ れ る 技 術 的 課 題 と し て 確 定 し て も 、 区 別

的 特 徴 へ の 導 き 又 は 示 唆 を 含 ん で も な ら な い 。

こ の 原 則 を 更 に 説 明 す る た め に 2 0 2 3 年 にこ の 原 則 を 更 に 説 明 す る た め に 、 2 0 2 3 年 に

改 正 さ れ た 審 査 指 南 で は 、 消 費 電 子 機 器 の

事 例 を 適 応 的 に 追 加 し た 。 こ の 事 例 に お い て 、

出 願 発 明 は 、 ユ ー ザ ー ア カ ウ ン ト を 認 証 す る

た め の 生 体 認 証 ユ ニ ッ ト を 含 む 消 費 電 子 機

器 に 関 す る も の で あ り 、 当 該 認 証 ユ ニ ッ ト は 、

指 紋 と 、 掌 紋 、 虹 彩 、 眼 底 及 び 顔 の 特 徴 か ら
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選 択 さ れ る 少 な く と も 一 種 の 認 証 方 式 の 組 合

せ に 基 づ く も の で あ る 。 明 細 書 に は 、 少 な く と

も 二 種 類 の 認 証 を 通 じ て ユ ー ザ ー ア カ ウ ン ト



2 0 2 4 年 0 7 月 | 季 刊

の 安 全 性 を 高 め る こ と が で き る と 記 載 さ れ て

い る 。 最 も 近 い 従 来 技 術 に は 、 指 紋 情 報 の み

に 基 づ い て 身 元 認 証 を 実 行 す る 消 費 電 子 機

器 が 開 示 さ れ て い る 。 両 者 の 違 い は 、 出 願 発

明 が 少 な く と も 二 種 類 の 生 体 特 徴 を 通 じ て 身

元 認 証 を 実 行 す る こ と に あ る 。 出 願 発 明 に お

け る こ の 区 別 的 特 徴 が 達 成 で き る 技 術 的 効け る こ の 区 別 的 特 徴 が 達 成 で き る 技 術 的 効

果 に よ れ ば 、 発 明 に よ っ て 実 際 に 解 決 さ れ る

技 術 的 課 題 は 、 「 掌 紋 な ど の 少 な く と も 一 種

の 生 体 認 証 を 追 加 す る こ と 」 又 は 「 認 証 方 法

の 追 加 に よ っ て 消 費 電 子 機 器 の 安 全 性 を 実

現 す る こ と 」 で は な く 、 「 消 費 電 子 機 器 の ユ ー

ザ ー ア カ ウ ン ト の 安 全 性 を 向 上 さ せ る こ と 」 で

あ る は ず で あ る 。 そ う で な い 場 合 、 「 技 術 的 動

機 付 け 」 が 直 接 に 技 術 的 課 題 に 持 ち 込 ま れ

た こ と と な り 、 進 歩 性 に 対 す る 客 観 的 な 評 価

に 影 響 を 与 え て し ま う 。

⑵ 技 術 的 課 題 の 再 確 定 に 関 す る 特 別 な ケ ー

ス を 追 加

2 0 2 3 年 の 審 査 指 南 に は 、 「 発 明 に よ っ て

実 際 に 解 決 さ れ る 技 術 的 課 題 」 を 再 確 定 す る

た め の 特 別 な ケ ー ス が 追 加 さ れ て い る 。 即 ち 、

発 明 の す べ て の 技 術 的 効 果 が 最 も 近 い 従 来

技 術 と 同 等 で あ る 場 合 、 再 確 定 さ れ た 技 術 的

課 題 は 、 最 も 近 い 従 来 技 術 と は 異 な っ た 代 替

的 な 技 術 案 を 提 供 す る こ と で あ る こ の ケ ー的 な 技 術 案 を 提 供 す る こ と で あ る 。 こ の ケ

ス を 追 加 し た 理 由 は 、 審 査 実 務 に お い て 一 部

の 発 明 は 、 最 も 近 い 従 来 技 術 に 比 べ て 同 等

の 技 術 的 効 果 を 有 し 、 「 よ り 良 い 技 術 的 効

果 」 を 示 さ な い が 、 技 術 的 概 念 の 異 な っ た 代

替 的 な 技 術 案 を 提 供 し て い る た め で あ る 。 こ

の よ う な 状 況 は 、 技 術 的 課 題 の 再 確 定 に 関

す る 元 の 審 査 指 南 の 規 定 で は カ バ ー さ れ て

い な か っ た 。 改 正 さ れ た 審 査 指 南 で は 、 革 新

の 法 則 と 特 徴 を よ り 全 面 的 に 反 映 す る よ う に 、

「 最 も 近 い 従 来 技 術 と は 異 な っ た 代 替 的 な 技
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術 案 を 提 供 す る 」 こ と を 、 発 明 に よ っ て 実 際 に

解 決 さ れ る 技 術 的 課 題 を 再 確 定 す る 場 合 の

特 殊 な ケ ー ス と し て 扱 う 。 な お 、 発 明 に よ っ て

実 際 に 解 決 さ れ る 技 術 的 課 題 が 「 最 も 近 い 従

来 技 術 と は 異 な っ た 代 替 的 な 技 術 案 を 提 供

す る 」 と 確 定 さ れ る こ と は 、 そ の 技 術 案 が 必

ず し も 進 歩 性 を 有 す る か 否 か を 意 味 す る も のず し も 進 歩 性 を 有 す る か 否 か を 意 味 す る も の

で は な く 、 こ の 技 術 的 課 題 に 基 づ い て 、 出 願

発 明 が 当 業 者 に と っ て 自 明 で あ る か 否 か を

更 に 判 断 す る 必 要 が あ る 。

ス テ ッ プ （ 三 ） ： 出 願 発 明 が 当 業 者 に と っ て 自

明 で あ る か 否 か を 判 断

こ の ス テ ッ プ で は 最 も 近 い 従 来 技 術 とこ の ス テ ッ プ で は 、 最 も 近 い 従 来 技 術 と 、

上 記 ス テ ッ プ （ 二 ） で 確 定 さ れ た 発 明 に よ っ て

実 際 に 解 決 さ れ る 技 術 的 課 題 に 基 づ い て 、

出 願 発 明 が 当 業 者 に と っ て 自 明 で あ る か 否

か を 判 断 す る 必 要 が あ る 。 判 断 の 過 程 に お

い て 明 確 に す る 必 要 が あ る の は 、 従 来 技 術

全 体 に 何 ら か の 技 術 的 動 機 付 け が あ る か 否

、

か 、 即 ち 従 来 技 術 に は 上 記 区 別 的 特 徴 を 最

も 近 い 従 来 技 術 に 応 用 し て そ の 技 術 的 課 題

（ 即 ち 、 本 発 明 に よ っ て 実 際 に 解 決 さ れ る 技

術 的 課 題 ） を 解 決 す る 動 機 付 け が 提 供 さ れ て

い る か 否 か で あ る 。 こ の よ う な 動 機 付 け に よ

っ て 、 当 業 者 は 上 記 技 術 的 課 題 に 直 面 す る

際 に こ の 最 も 近 い 従 来 技 術 を 改 良 し て 出 願際 に 、 こ の 最 も 近 い 従 来 技 術 を 改 良 し て 出 願

発 明 を 得 る こ と が で き る 。 こ の よ う な 技 術 的

動 機 付 け が 従 来 技 術 に 存 在 す る 場 合 、 本 発

明 は 自 明 で あ り 、 際 立 っ た 実 質 的 特 徴 を 有 し

な い 。

一 般 的 に 以 下 の 状 況 の い ず れ の 場 合 、 上

記 技 術 的 動 機 付 け が 従 来 技 術 に 存 在 す る と

、
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記 技 術 的 動 機 付 け が 従 来 技 術 に 存 在 す る と

考 え ら れ る 。

⑴ 上 記 区 別 的 特 徴 は 公 知 常 識 で あ り 、 例 え

ば 、 こ の 再 確 定 さ れ た 技 術 的 課 題 を 解 決 す る
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た め の 本 分 野 に お け る 慣 用 手 段 、 あ る い は 、

教 科 書 、 専 門 辞 典 、 技 術 マ ニ ュ ア ル な ど の 専

門 書 に 開 示 さ れ て い る 、 こ の 再 確 定 さ れ た 技

術 的 課 題 を 解 決 す る た め の 技 術 的 手 段 で あ

る 。

⑵ 上 記 区 別 的 特 徴 は 、 最 も 近 い 従 来 技 術 に

関 連 す る 技 術 的 手 段 で あ り 例 え ば 同 引関 連 す る 技 術 的 手 段 で あ り 、 例 え ば 、 同 一 引

用 文 献 に お け る 他 の 部 分 に 開 示 さ れ て い る

技 術 的 手 段 で あ り 、 他 の 部 分 に お け る こ の 技

術 手 段 の 役 割 は 、 出 願 発 明 に お け る こ の 区

別 的 特 徴 が 当 該 再 確 定 さ れ た 技 術 的 課 題 を

解 決 す る た め の 役 割 と 同 じ で あ る 。

⑶ 上 記 区 別 的 特 徴 は 、 別 の 引 用 文 献 に 開 示⑶ 記 区 別 的 特 徴 は 、 別 の 引 用 文 献 に 開 示

さ れ て い る 関 連 す る 技 術 的 手 段 で あ り 、 当 該

引 用 文 献 に お け る こ の 技 術 的 手 段 の 役 割 は 、

出 願 発 明 に お い て こ の 区 別 的 特 徴 が 当 該 再

確 定 さ れ た 技 術 的 課 題 を 解 決 す る た め の 役

割 と 同 じ で あ る 。

筆 者 は 長 年 の 代 理 業 務 の 経 験 か ら 、 こ の ス

テ ッ プ （ 三 ） は 更 に 2 ス テ ッ プ の 判 断 を 含 ん で

い る と 考 え る 。 即 ち 、 上 記 区 別 的 特 徴 が 従 来

技 術 に 開 示 さ れ て い る か 否 か の 判 断 1 ） と 、

従 来 技 術 に は 上 記 開 示 さ れ た 区 別 的 特 徴 を

最 も 近 い 従 来 技 術 に 応 用 し て そ の 技 術 的 課

題 を 解 決 す る た め の 動 機 付 け が 提 供 さ れ て

い る か 否 か の 判 断 2 ） で あ るい る か 否 か の 判 断 2 ） で あ る 。

具 体 的 に は 、 判 断 1 ） で は 、 ま ず 、 上 記 ス

テ ッ プ （ 二 ） で 確 定 さ れ た 発 明 の 区 別 的 特 徴

が 、 最 も 近 い 従 来 技 術 以 外 の 他 の 従 来 技 術

に 開 示 さ れ て い る か 否 か を 答 え る 必 要 が あ る 。

上 記 区 別 的 特 徴 の 少 な く と も 1 つ が 従 来 技 術

に 開 示 さ れ て い な い 場 合 、 従 来 技 術 に 開 示 さ開 さ れ な 場 合 、 従 来 技 術 開 さ

れ て い な い そ れ ら の 特 徴 が 本 分 野 に お け る

公 知 常 識 又 は 慣 用 技 術 的 手 段 で あ る か 否 か

を 更 に 判 断 す る 必 要 が あ る 。 こ の 判 断 の 結 果
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が ま た し て も 「 い い え 」 の 場 合 、 即 ち 、 こ れ ら

の 区 別 的 特 徴 が 本 分 野 に お け る 公 知 常 識 又

は 慣 用 技 術 的 手 段 で も な い 場 合 、 通 常 、 上 記

判 断 2 ） に 進 む 必 要 は な く 、 出 願 発 明 は 当 業

者 に と っ て 自 明 で な い と 直 接 判 断 す る こ と が

で き る 。 こ れ は 、 上 記 区 別 的 特 徴 の 少 な く と

も 1 つ が 従 来 技 術 に 開 示 さ れ て い な い 場 合も 1 つ が 従 来 技 術 に 開 示 さ れ て い な い 場 合 、

そ れ ら の 区 別 的 特 徴 を こ の 最 も 近 い 従 来 技

術 に 応 用 し て そ の 技 術 的 課 題 を 解 決 す る た

め の 動 機 付 け が 存 在 す る わ け が な い た め で

あ る 。

判 断 1 ） の 結 果 が 「 は い 」 の 場 合 、 即 ち 従 来

技 術 に 上 記 区 別 的 特 徴 が す べ て 開 示 さ れ て

、

技 術 に 上 記 区 別 的 特 徴 が す て 開 示 さ れ て

い る と 考 え ら れ る か 、 又 は 上 記 区 別 的 特 徴 が

す べ て 公 知 常 識 で あ る と 確 定 さ れ る 場 合 、 従

来 技 術 に お い て 上 記 区 別 的 特 徴 を 最 も 近 い

従 来 技 術 に 応 用 し て そ の 技 術 的 課 題 を 解 決

す る た め の 動 機 付 け が 提 供 さ れ て い る か 否

か を 更 に 判 断 す る 必 要 が あ り 、 即 ち 判 断 2 ）

に 進 む 。 更 に 、 判 断 2 ） で の こ の 動 機 付 け に

は 、 A ） 上 記 区 別 的 特 徴 を 最 も 近 い 従 来 技 術

と 組 み 合 わ せ る 動 機 付 け が 従 来 技 術 に 存 在

す る か 否 か 、 及 び B ） ： こ の よ う な 組 み 合 わ せ

に よ り 上 記 ス テ ッ プ （ 二 ） で 確 定 さ れ た 技 術 的

課 題 を 解 決 す る 動 機 付 け が 従 来 技 術 に 存 在

す る か 否 か と い う 2 つ の 状 況 が 含 ま れ て い る

。

す る か 否 か と い う 2 つ の 状 況 が 含 ま れ て い る 。

上 記 二 種 類 の 動 機 付 け は 、 従 来 技 術 に 明 確

に 記 載 さ れ て い る 場 合 も あ れ ば 、 従 来 技 術 を

読 む こ と に よ り 当 業 者 が 容 易 に 得 る 場 合 も あ

る 。 上 記 二 つ の 動 機 付 け の い ず れ か 1 つ が 欠

け て い る 場 合 、 従 来 技 術 に は 上 記 区 別 的 特

徴 を 最 も 近 い 従 来 技 術 に 応 用 し て 関 連 の 技
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術 的 課 題 を 解 決 す る た め の 動 機 付 け が 提 供

さ れ て い な い と 考 え ら れ る 。

ス テ ッ プ （ 三 ） に は 、 長 年 審 査 官 及 び 他 の 業
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界 関 係 者 を 悩 ま せ て き た 問 題 、 即 ち 公 知 常 識

に 関 す る 挙 証 責 任 の 所 属 問 題 が あ る が 、

2 0 2 3 年 に 改 正 さ れ た 審 査 指 南 で は こ れ に 対

す る 明 確 な 指 示 が 出 さ れ た 。 2 0 2 3 年 に 新 た

に 改 正 さ れ た 審 査 指 南 の 第 2 部 第 8 章 第

4 . 1 0 . 2 . 2 節 （ 4 ） の 最 後 の 段 落 に は 、 審 査 意

見 通 知 書 に お い て 公 知 常 識 を 引 用 す る 場 合見 通 知 書 に お い て 公 知 常 識 を 引 用 す る 場 合

の 審 査 官 へ 要 求 が 提 起 さ れ 、 審 査 意 見 通 知

書 に お け る 公 知 常 識 の 引 用 に 関 す る 規 定 が

細 分 化 、 明 確 化 さ れ た 。 1 つ 目 は 、 審 査 官 の

公 知 常 識 の 引 用 に 対 し て 出 願 人 が 異 議 を 申

し 立 て た 場 合 の 審 査 官 の 返 答 順 序 を 調 整 す

る も の で あ り 、 即 ち 「 理 由 を 説 明 す る か 、 又 は

公 知 常 識 の 証 拠 を 提 供 す る こ と 」 を 「 公 知 常

識 の 証 拠 を 提 供 す る か 、 又 は 理 由 を 説 明 す

る こ と 」 に 変 更 し た 。 審 査 官 が 引 用 し た 公 知

常 識 に 対 し 出 願 人 側 で 異 議 が あ る 場 合 、 審

査 官 に よ る 証 拠 提 出 を 優 先 す る と い う 原 則 を

明 確 に し 、 理 由 説 明 よ り 証 拠 提 出 の 方 を 優 先

に す る 2 つ 目 は こ の 段 落 の 末 尾 に 「 審 査に す る 。 2 つ 目 は 、 こ の 段 落 の 末 尾 に 「 審 査

意 見 通 知 書 に お い て 、 審 査 官 は 、 請 求 項 に

お け る 技 術 的 課 題 の 解 決 に 寄 与 す る 技 術 的

特 徴 を 公 知 常 識 と 認 定 す る 場 合 、 通 常 、 証 拠

を 提 出 し て 証 明 す べ き で あ る 」 、 即 ち 、 審 査 官

は 、 出 願 人 が 考 え る 「 発 明 ポ イ ン ト 」 を 公 知 常

識 と 認 定 す る 場 合 、 通 常 、 証 拠 を 提 出 す べ き

で あ る と い う 原 則 が 追 加 さ れ た 。 こ れ に よ り 、

審 査 官 の 証 拠 意 識 を 強 化 し 、 証 拠 提 出 要 求

を 明 確 に し た 。

二 . 顕 著 な 進 歩 に つ い て の 判 断

審 査 指 南 の 規 定 に よ れ ば 、 発 明 が 顕 著 な

進 歩 を 遂 げ た か 否 か を 評 価 す る 際 、 主 に 発

明 が 有 益 な 技 術 的 効 果 を 有 す る か 否 か を 考

慮 す べ き で あ り 、 有 益 な 技 術 的 効 果 と し て は

次 の よ う な も の が 挙 げ ら れ る 。 発 明 が 例 え ば 、

品 質 の 改 善 、 生 産 量 の 増 加 、 エ ネ ル ギ ー の
1
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節 約 、 環 境 汚 染 の 防 止 な ど 、 従 来 技 術 よ り も

優 れ た 技 術 的 効 果 を 有 す る こ と 、 発 明 が 技 術

的 概 念 の 異 な っ た 技 術 案 を 提 供 し 、 そ の 技 術

的 効 果 は 基 本 的 に 従 来 技 術 の レ ベ ル に 達 し

て い る こ と 、 発 明 が 新 し い 技 術 的 傾 向 を 表 す

こ と 、 或 い は 発 明 が い く つ か の 側 面 で は マ イ

ナ ス の 効 果 を も た ら す が 他 の 側 面 で は 明 らナ ス の 効 果 を も た ら す が 、 他 の 側 面 で は 明 ら

か に プ ラ ス の 技 術 的 効 果 を も た ら し て い る こ

と な ど で あ る 。

2 0 2 3 年 の 審 査 指 南 で は 、 顕 著 な 進 歩 の 判

断 に 関 す る 規 定 に つ い て 何 も 改 正 が さ れ て い

な い が 、 実 際 に は 、 技 術 の 発 展 や 認 知 の 進

歩 に 伴 い 、 技 術 的 効 果 に 関 す る 状 況 が 上 記歩 に 伴 い 、 技 術 的 効 果 に 関 す る 状 況 が 上 記

項 目 に 限 定 さ れ な い こ と は 明 ら か で あ る 。

ま と め る と 、 2 0 2 3 年 の 審 査 指 南 の 改 正 は 、

進 歩 性 審 査 の ア プ ロ ー チ を 体 系 的 に 改 善 し 、

審 査 官 が 進 歩 性 を 判 断 す る 際 に 進 歩 性 の 立

法 趣 旨 と 法 的 意 味 合 い を 正 し く 理 解 し 、 発 明

の 本 質 を 把 握 し 、 発 明 の 従 来 技 術 に 対 す る

貢 献 を 客 観 的 且 つ 公 正 に 判 断 す る よ う 指 導 ・

規 制 す る と 同 時 に 、 出 願 人 が 出 願 時 と 出 願

書 類 作 成 時 に 発 明 の 本 質 の 解 釈 に も っ と 注

意 を 払 い 、 審 査 官 と も っ と 効 果 的 に 交 流 を 取

る よ う 指 導 し 、 よ り 適 切 な 方 法 で よ り 迅 速 に

発 明 の 保 護 を 促 進 し 、 権 利 付 与 さ れ る 専 利 の

質 を 向 上 さ せ る よ う に し て い る よ っ て 発 明 創質 を 向 上 さ せ る よ う に し て い る 。 よ っ て 発 明 創

作 を 奨 励 し 、 技 術 革 新 を 促 進 す る と い う 専 利

保 護 制 度 の 機 能 を よ り 十 分 に 発 揮 さ せ る こ と

が 期 待 で き る 。

著 者 プ ロ フ ィ ー ル ：

1 9 9 1 年 に 上 海 華 東 師 範 大 学 コ ン ピ タ 科 学 専

、
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1 9 9 1 年 に 上 海 華 東 師 範 大 学 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 専

攻 を 卒 業 し 、 学士号を取得した。 1 9 9 4 年 に 中 国 科 学 院 計

算 技 術 研 究 所 の 修 士 号 を 、 2 0 0 5 年 に 中 国 人 民 大 学

の 法 学 修 士 号 を 取 得 し た 。
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1 9 9 1 年 ～ 2 0 0 6 年 ま で 中 国 特 許 代 理 ( 香 港 ) 有 限 公

司 に 勤 め 、 電 気 学 部 マ ネ ー ジ ャ ー を 務 め て い た 。

2 0 0 7 年 1 月 泛 華 偉 業 知 識 産 権 代 理 有 限 公 司 に 加 入 し

た 。

コ ン ピ ュ ー タ ハ ー ド ウ ェ ア ＆ ソ フ ト ウ ェ ア 、 通 信 技 術 、

半 導 体 装 置 及 び 製 造 技 術 、 自 動 制 御 及 び 家 電 製 品 な

ど の 分 野 が 得 意 で あ る 特 許 出 願 文 書 の 作 成 審 査ど の 分 野 が 得 意 で あ る 。 特 許 出 願 文 書 の 作 成 、 審 査

指 令 の 応 答 、 再 審 請 求 、 無 効 審 判 、 特 許 行 政 訴 訟 、

権 利 侵 害 訴 訟 、 集 積 回 路 の レ イ ア ウ ト 保 護 、 コ ン

ピ ュ ー タ ー ウ ェ ア ー ソ フ ト 保 護 な ど の 方 面 に 豊 富 な 経

験 を 持 っ て い る 。

中 国 専 利 文 献 の 読 み 方 及 び中 国 専 利 文 献 の 読 み 方 及 び
専利文献情報の入手方法

シ ニ ア 法 務 趙 暁 輝

専 利 と 科 学 技 術 の 分 野 に お け る 専 利 文 献

の 価 値 は 自 明 で あ る 。 中 国 専 利 文 献 の 番 号

シ ス テ ム を 把 握 す る と 、 専 利 文 献 を 迅 速 に 識シ ス テ ム を 把 握 す る と 、 専 利 文 献 を 迅 速 に 識

別 で き る だ け で な く 、 専 利 文 献 の 照 会 効 率 と

精 度 も 大 幅 に 向 上 す る 。

専 利 文 献 と は 、 各 国 の 知 的 財 産 庁 が 法 定 手

続 き に 従 っ て 公 開 す る 専 利 出 願 書 類 及 び 権

利 付 与 さ れ た 専 利 の 公 告 書 類 の こ と を 言 う 。

専 利 文 献 番 号 は 、 専 利 出 願 公 開 と 専 利 登 録

公 告 の 過 程 で 、 知 的 財 産 庁 に よ っ て 法 定 手

続 き に 従 っ て 各 文 献 に 付 与 さ れ た 一 意 な 識

別 番 号 で あ る 。

中 国 専 利 文 献 の 照 会 及 び 使 用 の 過 程 で 、

使 わ れ 中 国 専 利 文 献 の 番 号 シ ス テ ム は 、 以

下 の い く つ か の 専 利 文 献 番 号 が 含 ま れ 。

（ １ ） 出 願 番 号 は 、 中 国 国 家 知 識 産 権 局 が 一

件 の 特 許 、 実 用 新 案 及 び 意 匠 の 出 願 を 受 理

し た 時 に 、 こ の 出 願 に 付 与 す る 識 別 番 号 で あ

る 。
1
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、

（ ２ ） 専 利 番 号 は 、 - 特 許 、 実 用 新 案 及 び 意 匠

に 専 利 権 を 付 与 す る 時 に 、 こ の 専 利 に 付 与 す

る 識 別 番 号 で あ る 。

（ ３ ） 公 開 番 号 は 、 - 特 許 出 願 が 公 開 さ れ る 時

に 、 刊 行 さ れ る 特 許 出 願 書 類 に 付 与 す る 識

別 番 号 で あ る 。

（ ４ ） 公 告 番 号 は 、 - 特 許 ／ 実 用 新 案 及 び 意

匠 の 登 録 公 告 の 時 に 、 刊 行 さ れ る 専 利 文 献

に 付 与 す る 識 別 番 号 で あ る 。

こ れ ら の 専 利 文 献 番 号 は 、 専 利 文 献 の

「 I D カ ー ド 」 に 相 当 す る 。 中 国 専 利 制 度 の 施

行 以 来 、 専 利 文 献 の 番 号 シ ス テ ム は 4 つ の 発

展 段 階 に 分 け る こ と が で き 1 9 8 5 年 ～ 1 9 8 8展 段 階 に 分 け る こ と が で き 、 1 9 8 5 年 ～ 1 9 8 8

年 が 第 一 段 階 で あ り 、 1 9 8 9 年 ～ 1 9 9 2 年 が 第

二 段 階 、 1 9 9 3 年 ～ 2 0 0 4 年 6 月 3 0 日 が 第 三

段 階 で あ り 、 2 0 0 4 年 7 月 1 日 以 降 が 、 現 行 の

第 四 段 階 で あ る 。 本 文 で は 、 2 0 0 4 年 7 月 1 日

以 降 に 施 行 さ れ て い る る 現 行 の 文 献 番 号 シ

ス テ ム 及 び 専 利 文 献 の 入 手 方 法 に つ い て 説

明 す る 。

一 . 中 国 専 利 文 献 番 号 の 解 釈

1 . 出 願 番 号 及 び 専 利 番 号

出 願 番 号 : 専 利 出 願 は 、 特 許 、 実 用 新 案 及

び 意 匠 の 3 つ の 出 願 種 類 に 分 類 さ れ る 。 登 録

要 件 を 満 た し て い る か ど う か に 関 係 な く 、 出

願 が 成 功 し て い る 限 り 、 ど の よ う な 種 類 の 専

利 出 願 に も 出 願 番 号 が 付 与 さ れ る 。 出 願 番

号 の 構 成 は 以 下 の よ う で あ る 。

（ 1 ） 三 種 類 の 専 利 の 出 願 番 号 は 、 1 2 桁 の

数 字 、 1 つ の ド ッ ト 「 . 」 及 び 1 つ の パ リ テ ィ ビ ッ

ト で 構 成 さ れ 、 年 ご と に 編 成 す る も の で あ り 、

例 ば う 最
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例 え ば 、 2 0 2 3 1 0 1 0 2 3 4 4 . 5 の よ う に 、 そ の 最

初 の 4 桁 は 出 願 の 年 を 表 し 、 出 願 番 号 に お け

る 年 号 は 西 暦 紀 年 を 採 用 し 、 例 え ば 2 0 2 3 は

専 利 出 願 が 受 理 さ れ た 年 が 西 暦 2 0 2 3 年 で あ
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る こ と を 表 す 。

（ 2 ） 5 桁 目 の 数 字 は 、 以 下 の よ う に 出 願 の 種 類

1 - 特 許 出 願 を 表 す

2 - 実 用 新 案 出 願 を 表 す

3 - 意 匠 出 願 を 表 す

6 - 中 国 国 内 段 階 に 移 行 す る ハ ー グ 国 際 意 匠 出

8 - 中 国 国 内 段 階 に 移 行 す る P C T 特 許 出 願 を 表

9 - 中 国 国 内 段 階 に 移 行 す る P C T 実 用 新 案 出 願

（ 3 ） 6 桁 目 か ら 1 2 桁 目 の 数 字 （ 計 7 桁 の 数 字 ）

の ド ッ ト 「 . 」 で 出 願 番 号 と パ リ テ ィ ビ ッ ト を 分 離 し

専 利 番 号 : 出 願 番 号 の 前 に ア ル フ ァ ベ ッ ト 文 字専 利 番 号 出 願 番 号 の 前 に ア ル フ ァ ッ ト 文 字

Z L は 、 中 国 語 の 「 専 利 」 の ピ ン イ ン の 最 初 の 子

利 付 与 さ れ た こ と を 表 す 。 出 願 番 号 2 0 2 3 1 0 1

は Z L 2 0 2 3 1 0 1 0 2 3 4 4 . 5 と し て 記 さ れ る 。

中 国 専 利 文 献 の 第 四

専利出願の種類 出願番号 公開番号専利出願の種類 出願番号 公開番号

特許の中国出願 202310102344.5 CN1 003

中国に移行する特許の

国際出願

202380100001.3 CN1 003

実用新案の中国出願 202320100001.1

中国に移行する実用新

案の国際出願

202390100001.9

意匠の中国出願 202330100001.6

1

意匠の国際出願 202360000673.9

サービスソリューション

類 を 表 す 。

出 願 を 表 す

表 す

願 を 表 す

は 、 当 年 の 出 願 の 順 番 を 表 し 、 そ の 後 に 1 つ

し 、 最 後 の 桁 は パ リ テ ィ ビ ッ ト で あ る 。

字 列 「 Z L 」 が 付 加 さ れ て 専 利 番 号 を 形 成 す る 。字 列 」 が 付 加 さ れ て 専 利 番 号 を 形 成 す る 。

子 音 の 組 み 合 わ せ で あ り 、 こ の 専 利 出 願 が 権

0 2 3 4 4 . 5 を 例 に す る と 、 こ の 専 利 の 専 利 番 号

段 階 の 番 号 シ ス テ ム

号 登録公告番号 専利番号号 登録公告番号 専利番号

378905A CN1 00378905B ZL202310102344.5

378906A CN1 00378906B ZL202380100001.3

CN2 00364512U ZL202320100001.1

CN2 00364513U ZL202390100001.9

CN3 00123456S ZL202330100001.6
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CN3 08608701S ZL202360000673.9
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2 . 専 利 出 願 の 公 開 番 号 及 び 公 告 番 号

公 開 と は 、 特 許 出 願 が 予 備 審 査 （ 形 式 審 査 ）

月 の 満 了 時 に 公 開 さ れ る か 、 又 は 出 願 人 の 請

公 告 と は 、 特 許 出 願 の 実 体 審 査 後 に 拒 絶 理

の 登 録 公 告 を 指 し 、 実 用 新 案 又 は 意 匠 出 願 の

案 専 利 権 又 は 意 匠 専 利 権 が 付 与 さ れ る 時 の 登

利 権 の 部 無 効 宣 告 の 公 告 を も 指 す利 権 の 一 部 無 効 宣 告 の 公 告 を も 指 す 。

2 0 0 4 年 7 月 1 日 以 降 に 刊 行 さ れ た す べ て の 専

す ア ル フ ァ ベ ッ ト 文 字 列 C N 、 9 桁 の 数 字 及 び 1 つ

ト 文 字 プ ラ ス 1 つ の 数 字 で 構 成 さ れ て い る ( 特 許

類 の 専 利 の 登 録 公 告 番 号 は 2 3 巻 3 5 期 よ り 実

の 後 の １ 桁 目 の 数 字 は 、 1 - 特 許 、 2 - 実 用 新 案

願 の 種 類 を 表 す こ こ で 留 意 さ れ た い の は 「願 の 種 類 を 表 す 。 こ こ で 留 意 さ れ た い の は 、 「

新 案 出 願 」 及 び 「 意 匠 国 際 出 願 」 の 文 献 番 号 を

実 用 新 案 及 び 意 匠 に 編 入 さ れ 、 2 桁 目 か ら 9 桁

れ 通 し 番 号 の 順 に 並 べ ら れ て 年 ご と に 集 計 さ

第 1 回 公 開 時 に 付 与 さ れ た 専 利 文 献 番 号 を 引 き

又 は 1 つ の ア ル フ ァ ベ ッ ト 文 字 プ ラ ス 1 つ の 数 字

◆ 専 利 文 献 の 種 類 識 別 コ ー ド 及 び そ の 意 味 ◆

発 明 専 利 文 献 の 種 類 識 別 コ ー ド は 以 下 の よ う で

A 特 許 出 願

A 8 特 許 出 願 （ 表 紙 修 正 ）

A 9 特 許 出 願 （ 全 文 訂 正 ）A 9 特 許 出 願 （ 全 文 訂 正 ）

B 特 許

B 8 特 許 （ 表 紙 訂 正 ）

B 9 特 許 （ 全 文 訂 正 ）

C 1 ～ C 6 特 許 （ 専 利 権 の 一 部 無 効 を 宣 告

1

サービスソリューション

に 合 格 し た 後 、 出 願 日 （ 又 は 優 先 日 ） か ら 1 8 ヶ

求 に 応 じ て 事 前 に 公 開 さ れ る こ と を 指 す 。

由 が 見 つ か ら ず 、 特 許 専 利 権 が 付 与 さ れ る 時

予 備 審 査 後 に 拒 絶 理 由 が 見 つ か ら ず 、 実 用 新

登 録 公 告 を 指 し 、 特 許 、 実 用 新 案 及 び 意 匠 の 専

専 利 明 細 書 の 文 献 番 号 は 、 中 国 国 別 コ ー ド を 表

つ の ア ル フ ァ ベ ッ ト 文 字 又 は 1 つ の ア ル フ ァ ベ ッ

許 、 P C T 出 願 公 開 番 号 は 2 3 巻 2 9 期 よ り 、 三 種

行 さ れ る ) 。 こ の う ち 、 ア ル フ ァ ベ ッ ト 文 字 列 C N

案 、 3 - 意 匠 と い う よ う に 、 保 護 を 要 求 す る 専 利 出

中 国 国 内 段 階 に 移 行 す る P C T 特 許 出 願 と 実 用中 国 国 内 段 階 に 移 行 す る P C T 特 許 出 願 と 実 用

を 個 別 に 編 成 す る の で は な く 、 そ れ ぞ れ 特 許 、

桁 目 は 通 し 番 号 で あ り 、 三 種 類 の 専 利 は そ れ ぞ

れ 、 特 許 の 登 録 公 告 番 号 は 、 こ の 特 許 出 願 の

き 続 き 使 用 し 、 最 後 の 1 つ の ア ル フ ァ ベ ッ ト 文 字

字 で 専 利 文 献 の 種 類 識 別 コ ー ド を 表 す 。

で あ る 。

）
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特 許 文 献 番 号 （ 公 開

文献種類 専利文献番号と、国コード
合わせ

特許出願公開明細書 出願公開番号 C

C

特許出願公開明細書
（表紙再版）

C

特許出願公開明細書 C
（全文再版）

特許明細書 登録公告番号 C

特許明細書（表紙再版） C

特許明細書（全文再版） C

特許専利権の一部無効
宣告の公告（第1回）

C

特許専利権の一部無効 C

実 用 新 案 専 利 文 献 の 種 類 識 別 コ ー ド は 以 下 の

U 実 用 新 案

U 8 実 用 新 案 （ 表 紙 訂 正 ）

宣告の公告（第2回）

実 用 新 案 （ 表 紙 訂 ）

U 9 実 用 新 案 （ 全 文 訂 正 ）

Y 1 ～ Y 6 実 用 新 案 （ 専 利 権 の 一 部 無 効 を

1

サービスソリューション

開 番 号 、 公 告 番 号 ）

ド、文献種類コードとの組み 説明

CN 1 00378905 A 異なる専利出願には連
続した番号を付ける必要
があるがある

CN 1 00378906 A

CN 1 00378905 A8
同じ専利出願は、最初に
付与された出願公開番
号を引き続き使用するCN 1 00378905 A9

CN 1 00378905 B
同じ専利出願の登録公
告番号は、最初に付与さ
れた出願公開番号を引
き続き使用する

CN 1 00378905 B8

CN 1 00378905 B9

CN 1 00378905 C1

CN 1 00378905 C2

の よ う で あ る 。

宣 言 ）
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実 用 新 案 専 利 文 献

文献種類 専利文献番号と、国コード、文
せ

実用新案明細書 CN

CN

登録公告番号

CN

実用新案明細書（表紙再
版）

CN

実用新案明細書（全文再
版）

CN

意 匠 専 利 文 献 の 種 類 識 別 コ ー ド は 以 下 の よ う で

意 匠 意 匠 （ 専 利

実用新案専利権の一部無
効宣言の公告（第1回）

CN

実用新案専利権の一部無
効宣言の公告（第2回）

CN

S 意 匠 S 1 ～ S 6 意 匠 （ 専 利

S 8 意 匠 （ 表 紙 訂 正 ） S 9 意 匠

意 匠 専 利 文 献 番

文献種類 専利文献番号と、国コード、文
同利用

意匠の登録公告

登録公告番号

CN

CN

意匠の登録公告（全文再版） CN

意匠専利権の 部無効宣告 CN

1

意匠専利権の一部無効宣告
の公告（第1回）

CN

意匠専利権の一部無効宣告
の公告（第2回）

C

サービスソリューション

献 番 号 （ 公 告 番 号 ）

文献種類コードとの組み合わ 説明

N 200364512 U 異なる専利出願には連続し
た番号を付ける必要がある

N 200364513 UN 200364513 U

N 200364512 U8
同じ専利出願は、最初に付
与された出願公開番号を引
き続き使用する

N 200364512 U9

で あ る 。

権 の 部 無 効 を 宣 告 ）

N 200364512 Y1
同じ専利出願の登録公告
番号は、最初に付与された
出願公開番号を引き続き使
用する

N 200364512 Y2

権 の 一 部 無 効 を 宣 告 ）

匠 （ 全 文 訂 正 ）

番 号 （ 公 告 番 号 ）

献種類コードとの共 説明

N 3 00123456 S 異なる専利出願には連続した番号を
付ける必要がある

N 3 00123457 S

N 3 00123456 S9 同じ専利出願は、最初に付与された
出願公開番号を引き続き使用する

N 3 00123456 S1 同じ専利出願の登録公告番号は 最

7
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N 3 00123456 S1 同じ専利出願の登録公告番号は、最
初に付与された出願公開番号を引き
続き使用する

CN 3 00123456 S2
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3 . 中 国 専 利 文 献 書 誌 事 項 情 報

書 誌 事 項 デ ー タ ： 単 行 本 の 表 紙 又 は 専 利

公 報 に 掲 載 さ れ て い る 専 利 出 願 及 び 専 利 登

録 に 関 す る 各 種 の 書 誌 デ ー タ で あ り 、 文 献 識

別 デ ー タ 、 国 内 出 願 提 出 デ ー タ 、 優 先 権 デ ー

タ 、 公 開 又 は 公 告 デ ー タ 、 分 類 デ ー タ な ど の

種 類 が 含 ま れ る 書 誌 事 項 の 名 称 と 書 誌 事種 類 が 含 ま れ る 。 書 誌 事 項 の 名 称 と 書 誌 事

項 の 内 容 で 構 成 さ れ て い る 。

I N I D コ ー ド ： 専 利 文 献 書 誌 事 項 の 識 別

コ ー ド 。 Internationally selected Numbers for the

Identification of （bibliographic） Dataの 略 語 。

1 ) ． 特 許 、 実 用 新 案 の 専 利 文 献 書 誌 事 項

の 名 称 及 び 対 応 す る I N I D コ ー ドの 名 称 及 び 対 応 す る I N I D コ ド

（ 1 0 ） 専 利 文 献 の 識 別

（ 1 2 ） 専 利 文 献 の 名 称

（ 1 5 ） 専 利 文 献 修 正 デ ー タ

（ 1 9 ） 専 利 文 献 を 公 開 又 は 公 告 す る 国 家 機 関 の 名 称

（ 2 1 ） 出 願 番 号

（ 2 2 ） 出 願 日

（ 3 0 ） 優 先 権 デ ー タ

（ 4 3 ） 出 願 公 開 日

（ 4 5 ） 登 録 公 告 日

（ 4 8 ） 訂 正 文 献 の 発 行 日

（ 5 1 ） 国 際 専 利 分 類

（ 5 4 ） 特 許 又 は 実 用 新 案 の 名 称

（ 5 6 ） 引 用 文 献

（ 5 7 ） 要 約

（ 6 2 ） 分 割 出 願 の 元 の 出 願 の デ ー タ

（ 6 6 ） 国 内 優 先 権 デ ー タ

（ 7 1 ） 出 願 人（ ） 願

（ 7 2 ） 発 明 者

（ 7 3 ） 専 利 権 者

（ 7 4 ） 専 利 代 理 機 構 及 び 代 理 人

1

サービスソリューション

（ 8 3 ） 微 生 物 の 寄 託 情 報

（ 8 5 ） P C T 国 際 出 願 が 国 内 段 階 に 移 行 す る 日

（ 8 6 ） P C T 国 際 出 願 の 出 願 デ ー タ

（ 8 7 ） P C T 国 際 出 願 の 公 開 デ ー タ

（ 特 許 公 告 文 書 の ト ッ プ ペ ー ジ の サ ン プ ル ）特
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（ 実 用 新 案 公 告 文 書 の ト ッ プ ペ ー ジ の サ ン プ

ル ）

2 ) ． 意 匠 の 専 利 文 献 書 誌 事 項 の 名 称 及 び 対

応 す る I N I D コ ー ド

（ 1 0 ） 専 利 文 献 の 識 別

（ 1 2 ） 専 利 文 献 の 名 称

（ 1 5 ） 専 利 文 献 修 正 デ ー タ

（ 1 9 ） 専 利 文 献 を 公 告 す る 国 家 機 関 の 名 称

1
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（ 2 1 ） 出 願 番 号

（ 2 2 ） 出 願 日

（ 3 0 ） 優 先 権 デ ー タ

（ 4 5 ） 登 録 公 告 日

（ 4 8 ） 訂 正 文 献 の 発 行 日

（ 5 1 ） 国 際 意 匠 分 類 （ ロ カ ル ノ 分 類 ）

（ 5 4 ） 意 匠 を 使 用 し た 商 品 名

（ 5 6 ） 引 用 文 献

（ 6 2 ） 分 割 出 願 の 元 の 出 願 の デ ー タ

（ 7 2 ） 設 計 者

（ 7 3 ） 専 利 権 者

（ 7 4 ） 専 利 代 理 機 構 及 び 代 理 人（ 7 4 ） 専 利 代 理 機 構 及 び 代 理 人

（ 8 0 ） 国 際 意 匠 の 国 際 登 録 番 号

（ 意 匠 公 開 文 書 の ト ッ プ ペ ー ジ の サ ン プ ル ）

9
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二 . 中 国 専 利 文 献 の 入 手 方 法

第 一 部 分 で は 、 中 国 専 利 文 献 番 号 に つ い

て 詳 し く 説 明 し た が 、 こ の 部 分 で は 、 中 国 専

利 文 献 を 入 手 す る い く つ か の 方 法 に 焦 点 を

当 て る 。

中 国 国 家 知 識 産 権 局 の サ イ ト （ 無 料 の オ ン

ラ イ ン リ ス ） h // /ラ イ ン リ ソ ー ス ） https://www.cnipa.gov.cn/

中 国 専 利 公 開 公 告 デ ー タ ベ ー ス :

サ イ ト の ホ ー ム ペ ー ジ に ア ク セ ス し 、 専 利 業

務 処 理 シ ス テ ム に ア ク セ ス し 、 中 国 専 利 公 開

公 告 検 索 イ ン タ ー フ ェ イ ス

h t t / / b i / に ア ク セ ス すh t t p : / / e p u b . c n i p a . g o v . c n / に ア ク セ ス す

る た め に は 、 ま ず 登 録 し て ロ グ イ ン す る 必 要

が あ り 、 出 願 番 号 、 公 開 番 号 、 公 告 番 号 な ど

の 関 連 情 報 を 入 力 し て 関 連 専 利 を 照 会 し て

ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と が で き る 。 こ の デ ー タ

ベ ー ス に は 、 1 9 8 5 年 9 月 1 0 日 か ら 現 在 ま で

の 中 国 専 利 公 開 公 告 専 利 デ ー タ の す べ て 、専 専 す 、

実 体 審 査 の 開 始 、 専 利 権 の 終 了 、 専 利 権 の

譲 渡 、 書 誌 事 項 の 変 更 、 専 利 ラ イ セ ン ス な ど

の 書 誌 情 報 が 含 ま れ る 。

中 国 専 利 審 査 情 報 照 会 デ ー タ ベ ー ス :

関 連 出 願 情 報 が 更 に 必 要 な 場 合 は 、 中 国

国 家 知 識 産 権 局 の 専 利 審 査 情 報 照 会 イ ン国 家 知 識 産 権 局 の 専 利 審 査 情 報 照 会 イ ン

タ ー フ ェ イ ス に ア ク セ ス す る こ と が で き る 。

https://tysf.cponline.cnipa.gov.cn/am/#/user/login

2
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関 連 出 願 の 出 願 番 号 、 発 明 名 称 、 出 願 人

な ど の 情 報 を 入 力 す れ ば 、 既 に 公 開 さ れ た 関

連 専 利 文 献 を 照 会 す る こ と が で き る 。 こ の イ

ン タ ー フ ェ ー ス を 通 じ て 、 当 該 案 件 の 状 況 （ 実

体 審 査 待 ち 、 拒 絶 、 専 利 権 有 効 な ど ） 、 出 願

情 報 （ 出 願 人 、 発 明 者 、 代 理 機 構 な ど ） 、 審

査 情 報 （ 特 許 庁 の 公 式 通 知 の 発 送 、 出 願 人

の 回 答 書 類 の 提 出 ） 、 手 数 料 情 報 （ 支 払 う べ

き 手 数 料 支 払 い 済 み の 手 数 料 ） な ど の 連き 手 数 料 、 支 払 い 済 み の 手 数 料 ） な ど の 一 連

の 情 報 （ 一 部 の 情 報 が 非 公 開 ） を 照 会 す る こ

と が で き る 。

2 . ヨ ー ロ ッ パ 特 許 庁 の 公 式 サ イ ト （ 無 料 の オ

ン ラ イ ン リ ソ ー ス ）

https://worldwide.espacenet.com/advancedSearch?loc

ale=en EPale=en_EP

中 国 専 利 出 願 の 出 願 番 号 、 公 開 番 号 又 は

公 告 番 号 に よ っ て 照 会 し て ダ ウ ン ロ ー ド す る 。

3 . そ の 他 の 専 利 デ ー タ ベ ー ス サ イ ト （ 無 料 の

オ ン ラ イ ン リ ソ ー ス ）

CNKI専利サブライブラリサイト:

https //kns cnki net/kns/brief/result aspx?dbprefix SCOhttps://kns.cnki.net/kns/brief/result.aspx?dbprefix=SCO

D

万方専利サブライブラリサイト:

http://new.wanfangdata.com.cn/index.html

中 国 知 的 財 産 網 （ www.cnipr.com） 、 中 国 専 利

情 報 セ ン タ ー （ www.cnpat.com.cn） 、 中 国 専 利 情

報 網 検 索 シ ス テ ム （ www patent com cn） な ど は

0
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報 網 検 索 シ ス テ ム （ www.patent.com.cn） な ど は 、

何 れ も 無 料 の 中 国 専 利 リ ソ ー ス の 検 索 と ダ ウ

ン ロ ー ド を 提 供 す る 。
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い て 研 究 し 理 解 を 深 め て い る 。
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最 高 人 民 法 院 知 的 財 産 権 裁
判所の判決要旨（2023）

2 0 2 4 年 4 月 号 に 続 く

技 術 系 知 的 財 産 権 事 件 と 独 占 事 件 に お け る

最 高 人 民 法 院 知 的 財 産 権 法 庭 の 司 法 理 念 、

審 理 時 の 考 え 方 及 び 判 決 方 法 を 纏 め て 示 す

た め に 、 法 庭 は 、 2 0 2 3 年 に 結 審 し た 4 5 6 2 件

の 事 件 の 中 か ら 9 6 件 の 事 件 を 選 出 し 、 1 0 4

条 の 要 旨 を 抽 出 し 、 『 最 高 人 民 法 院 知 的 財 産

権 法 庭 の 判 決 要 旨 （ 2 0 2 3 ） 』 を 作 成 し 、 2 0 2 4

年 2 月 2 3 日 に 公 表 し 、 社 会 各 界 に 研 究 、 参 考

と し て 提 供 し たと し て 提 供 し た 。

一 . 専 利 権 付 与 ・ 確 認 事 件

1 6 . 方 法 の 特 徴 を 含 む 実 用 新 案 専 利 の 新 規

性 、 進 歩 性 の 判 断

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法 知 行 終 4 2 2 号

【 判 決 要 旨 】 製 品 の 形 状 、 構 造 を 含 む だ け で

な く 製 品 の 製 造 方 法 も 含 む 実 用 新 案 専 利 のな く 、 製 品 の 製 造 方 法 も 含 む 実 用 新 案 専 利 の

請 求 項 に つ い て 、 そ の 新 規 性 、 進 歩 性 を 判 断

す る 際 に 、 そ の 方 法 の 特 徴 に よ っ て 製 品 が 特

定 の 形 状 、 構 造 を 有 す る こ と が で き る 場 合 に

は 、 そ の 方 法 の 特 徴 は 、 実 用 新 案 専 利 権 の

保 護 範 囲 に は 限 定 的 な 作 用 を 有 す る 。 新 規

性 、 進 歩 性 を 判 断 す る 際 に は 、 こ の 方 法 自 体

を 従 来 技 術 の 方 法 と 比 較 す る の で は な く 、 そ

の 方 法 に よ る 特 定 の 形 状 、 構 造 を 従 来 技 術

の 形 状 、 構 造 と 比 較 す べ き で あ る 。

1 7 . 実 用 新 案 専 利 の 進 歩 性 判 断 に お け る 類

似 、 関 連 技 術 分 野 の 決 定

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 4 1 号

【 判 決 要 旨 】 実 用 新 案 専 利 の 技 術 分 野 を 決 定

す る 際 に は 、 請 求 項 に 規 定 さ れ た 技 術 案 を 対

象 と し 、 主 題 名 称 を 出 発 点 と し 、 専 利 技 術 案

の 機 能 、 用 途 を 総 合 的 に 考 慮 す べ き で あ る 。
2

典型案例紹介
専 利 の 技 術 案 の 機 能 、 用 途 に 類 似 す る 技 術

分 野 は 、 専 利 の 技 術 分 野 の 類 似 技 術 分 野 を

構 成 し 、 専 利 の 技 術 案 と 最 も 近 い 従 来 技 術 と

の 相 違 構 成 要 件 が 適 用 さ れ る 技 術 分 野 は 、

専 利 の 技 術 分 野 の 関 連 技 術 分 野 を 構 成 す る 。

1 8 . 用 途 限 定 主 題 名 称 は 実 用 新 案 専 利 権 の

保 護 範 囲 に 実 際 の 限 定 作 用 が あ る か ど う か保 護 範 囲 に 実 際 の 限 定 作 用 が あ る か ど う か

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法 知 行 終 8 4 7 号

【 判 決 要 旨 】 実 用 新 案 専 利 の 用 途 限 定 主 題

名 称 が 、 請 求 項 の 保 護 範 囲 に 実 際 の 限 定 作

用 を 有 す る か ど う か は 、 実 用 新 案 専 利 と い う

権 利 の 種 類 と 結 び 付 け 、 主 題 名 称 と 請 求 項

で 限 定 さ れ る 技 術 案 と の 関 係 及 び 主 題 名 称で 限 定 さ れ る 技 術 案 と の 関 係 、 及 び 主 題 名 称

が 特 許 請 求 す る 客 体 自 体 の 形 状 、 構 造 に 実

質 的 な 影 響 を 与 え る か ど う か 等 を 総 合 的 に 考

慮 し て 判 断 す べ き で あ る 。

1 9 . 相 違 構 成 要 件 と 他 の 構 成 要 件 と の 間 の

協 調 配 合 関 係 が 改 良 の 動 機 付 け に 及 ぼ す 影

響

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法 知 行 終 1 2 2 6 号

【 判 決 要 旨 】 進 歩 性 判 断 に お い て 、 特 許 請 求

す る 技 術 案 と 最 も 近 い 従 来 技 術 と の 相 違 構

成 要 件 と 、 他 の 構 成 要 件 と の 間 に 協 調 配 合

関 係 が あ り 、 相 違 構 成 要 件 に よ る 技 術 的 効

果 及 び そ の 解 決 す る 技 術 的 課 題 は 、 他 の 構

成 要 件 の 技 術 的 効 果 を 前 提 と す る と と も に 、

最 も 近 い 従 来 技 術 に お い て そ の 対 応 す る 構

成 要 件 は 、 発 明 の 目 的 と 発 明 の 概 念 に 基 づ

い て 同 じ 技 術 的 効 果 を 奏 す る こ と が で き な い

場 合 、 当 業 者 は 、 通 常 、 従 来 技 術 に 対 し て 改

良 す る 動 機 付 け が な く 、 特 許 請 求 す る 技 術 案

は 当 業 者 に と っ て 自 明 で は な い
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は 、 当 業 者 に と っ て 自 明 で は な い 。

2 0 . 医 薬 組 成 物 の 発 明 に お け る 化 学 薬 品 成

分 と 漢 方 薬 成 分 と の 間 の 相 互 置 換 の 技 術 的

示 唆
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【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法 知 行 終 5 9 3 号

【 判 決 要 旨 】 医 薬 組 成 物 の 発 明 に お け る 化 学

薬 品 成 分 と 漢 方 薬 成 分 と の 間 に 相 互 置 換 の

技 術 的 示 唆 が あ る か 否 か を 判 断 す る 際 に は 、

通 常 、 医 薬 成 分 の 固 有 作 用 だ け で な く 、 医 薬

組 成 物 に お け る 他 の 医 薬 成 分 と の 関 係 も 考

慮 す べ き で あ る慮 す べ き で あ る 。

2 1 . 進 歩 性 判 断 に お け る 生 体 等 価 性 原 理 の

応 用

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法 知 行 終 8 4 6 号

【 判 決 要 旨 】 医 薬 化 合 物 に お け る 2 つ の 基 の

間 の 置 換 が 本 分 野 の 公 知 常 識 で あ る か ど う

か を 判 断 す る に は 通 常 生 体 等 価 性 原 理 をか を 判 断 す る に は 、 通 常 、 生 体 等 価 性 原 理 を

考 慮 す る こ と が で き る 。 し か し 、 非 古 典 的 な

生 物 学 的 等 価 体 の 場 合 、 当 業 者 が 特 定 の 基

の 置 換 を 行 う か ど う か は 、 通 常 、 こ の 種 類 の

薬 物 の 構 造 と 活 性 の 関 係 を 証 明 で き る 従 来

技 術 を 証 拠 の 裏 付 け と す る 必 要 が あ り 、 生 物

学 的 等 価 体 の 概 念 の 適 用 を 任 意 に 拡 張 す る

こ と は で き な い 。

2 2 . 鍼 灸 に 関 す る 専 利 の 進 歩 性 判 断

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 1 3 2 号

【 判 決 要 旨 】 鍼 灸 等 に 関 す る 漢 方 薬 専 利 の 進

歩 性 評 価 に お い て は 、 当 業 者 の 認 知 特 性 と

漢 方 薬 の 治 療 法 則 を 結 び 付 け て 、 相 違 構 成

要 件 を 識 別 し 、 技 術 案 が 自 明 で あ る か ど う か

を 慎 重 に 判 断 す る 必 要 が あ り 、 特 に 現 代 医 学

技 術 に 対 す る 評 価 方 法 を 簡 単 に 適 用 し 、 漢

方 薬 技 術 案 の 革 新 度 合 を 過 小 評 価 す る こ と

は 避 け な け れ ば な ら な い 。

2 3 . 従 来 意 匠 の 公 開 時 間 の 判 断

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 3 9 3 号

【 判 決 要 旨 】 他 の 裏 付 け 証 拠 が な い 場 合 、 通

常 、 従 来 意 匠 物 証 の 銘 板 に 記 載 さ れ て い る

製 造 日 付 」 を そ の ま ま 「 販 売 公 開 日 」 又 は 「 使
2
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公 開 日 」 と 認 定 す る こ と は で き な い 。

2 4 . 意 匠 に 明 ら か な 相 違 点 が あ る か ど う か の

認 定

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 5 6 7 号

【 判 決 要 旨 】 専 利 意 匠 が 、 同 じ 種 類 の 製 品 に

お け る 同 じ 対 比 意 匠 中 の 異 な る 部 分 の 意 匠

特 徴 の み を 、 中 心 に 配 置 し た り 、 対 称 に し た

り す る 等 の 慣 用 の 設 計 手 法 を 用 い て 、 組 み 合

わ せ 又 は 置 換 を 行 う も の で あ る な ら ば 、 通 常 、

こ の よ う な 専 利 意 匠 は 、 対 比 意 匠 と 僅 か な 相

違 点 を 有 す る こ と に 過 ぎ ず 、 一 般 的 に 独 特 の

視 覚 効 果 を 有 さ な い と 考 え ら れ る 。

2 5 従 来 意 匠 特 徴 の 組 み 合 わ せ の 示 唆 の 認2 5 . 従 来 意 匠 特 徴 の 組 み 合 わ せ の 示 唆 の 認

定

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 8 2 1 号

【 判 決 要 旨 】 従 来 意 匠 特 徴 の 組 み 合 わ せ を 以

て 専 利 意 匠 を 形 成 す る た め に 、 外 観 と 機 能 が

調 和 、 統 一 さ れ た 一 体 的 な も の を 形 成 す る こ

と が で き る よ う に 、 結 び 、 呼 応 、 遷 移 及 び 調と が で き る よ う に 、 結 び 、 呼 応 、 遷 移 及 び 調

和 等 の よ う な 比 較 的 大 き な 変 更 と 調 整 を 必 要

と す る 場 合 、 通 常 、 こ の よ う な 組 み 合 わ せ の

プ ロ セ ス は 、 一 般 消 費 者 の 知 識 レ ベ ル と 認 識

能 力 を 超 え る こ と と 考 え ら れ 、 こ の よ う な 意 匠

特 徴 を 組 み 合 わ せ る こ と は 容 易 に 思 い つ く も

の で は な く 、 こ の 場 合 、 従 来 意 匠 に こ の よ う な

組 み 合 わ せ の 示 唆 が な い と 認 定 す る こ と が で

き る 。

2 6 . 専 利 法 第 2 3 条 第 3 項 の 先 に 取 得 し て い る

合 法 的 権 利 の 認 定

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 3 ） 最 高 法 知 行 終 4 2 号

【 判 決 要 旨 】 意 匠 専 利 の 専 利 権 付 与 ・ 確 認 を
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め ぐ る 行 政 紛 争 事 件 に お い て 、 本 専 利 の 出

願 日 前 に 取 得 さ れ 、 専 利 無 効 宣 告 請 求 の 提

出 の 際 に も 合 法 的 に 存 在 し て い る 権 利 又 は

利 益 は 、 何 れ も 専 利 法 第 2 3 条 第 3 項 に 規 定
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の 先 に 取 得 し て い る 合 法 的 権 利 を 構 成 す る こ

と が で き る 。

2 7 . 専 利 権 確 認 行 政 紛 争 に お け る 専 利 所 有

権 紛 争 当 事 者 の 原 告 資 格

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 8 3 6 号

【 判 決 要 旨 】 専 利 行 政 部 門 が 専 利 の 請 求 項

の 全 部 又 は 一 部 を 無 効 と 宣 告 し た 後 、 専 利

所 有 権 紛 争 事 件 で 権 利 を 主 張 す る 当 事 者 が

専 利 権 確 認 行 政 訴 訟 を 提 起 し た 場 合 、 当 該

当 事 者 は 被 訴 無 効 宣 告 請 求 審 査 決 定 の 潜 在

的 利 害 関 係 人 に 該 当 す る と 判 断 で き 、 原 告 主

体 が 適 格 で な い こ と を 理 由 と し て 直 接 的 に 訴

訟 を 却 下 す る こ と は 不 適 切 で あ り 当 事 者 が訟 を 却 下 す る こ と は 不 適 切 で あ り 、 当 事 者 が

専 利 権 確 認 行 政 訴 訟 の 適 格 原 告 に 該 当 す る

か ど う か は 、 専 利 所 有 権 紛 争 事 件 の 審 理 結

果 に よ っ て 決 め ら れ 、 専 利 所 有 権 紛 争 が 実 質

的 に 解 決 さ れ て い な い 場 合 、 必 要 に 応 じ て 専

利 権 確 認 行 政 訴 訟 の 審 理 を 中 止 す る こ と が

で き る 。

2 8 . 無 効 宣 告 審 査 手 続 き が 聴 聞 原 則 に 違 反

し て い る こ と の 認 定

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法 知 行 終 8 8 8 号

【 判 決 要 旨 】 無 効 宣 告 の 請 求 者 は 、 本 専 利 が

新 規 性 を 有 し な い た め 、 進 歩 性 を を 有 し な い

だ け を 主 張 し 、 本 専 利 が 進 歩 性 を 有 し な い 他

の 具 体 的 な 理 由 を 提 出 せ ず 、 専 利 行 政 部 門

は 、 本 専 利 が 進 歩 性 を 有 し な い 他 の 具 体 的

な 理 由 を 専 利 権 者 に 通 知 せ ず 、 当 該 具 体 的

な 理 由 に 対 し て 意 見 を 陳 述 す る 機 会 を 与 え ず 、

本 専 利 が 新 規 性 を 有 す る が 進 歩 性 を 有 し な

い と 直 接 的 に 認 定 し 、 専 利 権 者 が 、 こ の よ う

な 無 効 宣 告 審 査 手 続 が 聴 聞 原 則 に 違 反 しな 無 効 宣 告 審 査 手 続 が 聴 聞 原 則 に 違 反 し 、

法 定 手 続 き に 違 反 す る と 主 張 し た 場 合 、 人 民

法 院 は 支 持 す べ き で あ る 。

2 9 . 専 利 代 理 機 構 、 弁 理 士 が 他 人 の 名 義 を 借
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り て 専 利 権 の 無 効 宣 告 を 請 求 し た 場 合 の 法

的 結 果

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 7 1 6 号

【 判 決 要 旨 】 専 利 代 理 機 構 又 は 弁 理 士 が 他

人 の 名 義 を 借 り て 専 利 権 無 効 宣 告 を 請 求 す

る こ と は 、 自 分 の 名 義 で 専 利 権 無 効 宣 告 を 請

求 す る と が で き な い と い う 『 専 利 代 理 条 例 』求 す る こ と が で き な い と い う 『 専 利 代 理 条 例 』

第 1 8 条 の 規 定 に 対 す る 実 質 違 反 と な り 、 人

民 法 院 は 、 法 に 従 っ て 違 法 の 疑 い の あ る 手

が か り を 関 係 機 関 に 移 送 し て 処 理 す る こ と が

で き る 。

二 . 専 利 所 有 権 、 侵 害 事 件

3 0 減 縮 的 陳 述 の 減 縮 的 請 求 項 を 引 用 す る3 0 . 減 縮 的 陳 述 の 、 減 縮 的 請 求 項 を 引 用 す る

他 の 請 求 項 の 保 護 範 囲 へ の 影 響

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 6 8 1 号

【 判 決 要 旨 】 専 利 権 者 が 無 効 宣 告 請 求 の 審

査 手 続 き で 1 項 の 請 求 項 に 対 し て 減 縮 的 解 釈

を 行 っ た 場 合 、 こ の 請 求 項 が 最 終 に 無 効 と 宣

告 さ れ た と し て も 、 関 連 し た 減 縮 的 解 釈 が こ告 さ れ た と し て も 、 関 連 し た 減 縮 的 解 釈 が こ

の 請 求 項 を 引 用 す る 他 の 請 求 項 に も 適 用 さ

れ る 。

3 1 . 誘 導 の 証 拠 収 集 の 認 定 と 影 響

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 2 5 8 6 号

【 判 決 要 旨 】 専 利 権 者 が 、 紛 争 専 利 の 技 術 案

全 体 を 含 む 図 面 を 他 人 に 直 接 提 供 し 、 図 面全 体 を 含 む 図 面 を 他 人 に 直 接 提 供 し 、 図 面

に 従 っ て 生 産 す る こ と を 要 求 し た が 、 専 利 に

関 与 し て い る こ と を 明 言 し な か っ た 場 合 、 他

人 を 権 利 侵 害 に 誘 導 す る と い う 証 拠 収 集 行

為 と な り 、 人 民 法 院 は 、 こ の 証 拠 の み に 基 づ

い て 権 利 侵 害 の 事 実 を 認 定 す る も の で は な

い 。
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3 2 . 製 品 の 組 み 合 わ せ 使 用 が 専 利 権 の 保 護

範 囲 に 該 当 す る 場 合 の 権 利 侵 害 責 任 者 の 認

定
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【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法 知 行 終 2 2 7 0 号

【 判 決 要 旨 】 同 一 の 主 体 が 製 造 し た 異 な る

製 品 を 組 み 合 わ せ て 使 用 す る こ と が で き 、 且

つ 組 み 合 わ せ 使 用 こ そ 専 利 の 保 護 範 囲 に 該

当 す る 場 合 、 使 用 中 に 実 際 に 形 成 さ れ る 技

術 案 に 基 づ い て 、 こ の 技 術 案 の 形 成 が 消 費

者 に よ る も の か そ れ と も 製 造 者 に よ る も の か者 に よ る も の か そ れ と も 製 造 者 に よ る も の か

を 重 点 的 に 考 慮 す る こ と で 侵 害 責 任 者 を 決 定

す べ き で あ る 。 関 連 製 品 が 本 来 は 個 別 に 使

用 で き る が 、 消 費 者 が 自 分 の ニ ー ズ に 応 じ て

そ れ ら を 組 み 合 わ せ て 使 用 す る 場 合 、 こ の 組

み 合 わ せ た 製 品 の 技 術 案 は 消 費 者 に よ っ て

決 め ら れ る と 一 般 的 に 認 定 し 、 製 造 者 を 侵 害

責 任 者 と す べ き で は な い 。 関 連 製 品 が 個 別 に

使 用 で き ず 、 互 い に 連 携 し な け れ ば な ら ず 、

消 費 者 が 製 品 の 特 定 の 構 造 、 機 能 、 使 用 説

明 等 に 基 づ い て そ れ ら を 組 み 合 わ せ て 使 用

す る 場 合 、 一 般 的 に 、 こ の 組 み 合 わ せ た 製 品

の 技 術 案 は 、 製 造 者 に よ っ て 決 め ら れ る た め 、

製 造 者 を 侵 害 責 任 者 と し 認 定 す る と が製 造 者 を 侵 害 責 任 者 と し て 認 定 す る こ と が で

き る 。

3 3 . 被 訴 権 利 侵 害 製 品 の 製 造 者 の 認 定

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法 知 行 終 2 3 0 1 号

【 判 決 要 旨 】 専 利 法 意 味 で の 製 品 の 製 造 者 と

は 、 具 体 的 な 製 造 行 為 の 実 施 者 の み を 指 す

も の で は な い 生 産 リ ソ ス を 組 織 し 上 流 とも の で は な い 。 生 産 リ ソ ー ス を 組 織 し 、 上 流 と

下 流 の 生 産 プ ロ セ ス を 調 整 し 、 製 品 の 技 術 案

を 決 定 す る 担 当 者 も 、 被 訴 権 利 侵 害 製 品 の

製 造 者 と な る 可 能 性 が あ る 。

3 4 . 電 子 商 取 引 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム に お け る 展

示 内 容 と 製 造 行 為 の 認 定

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 2 0 2 1 号【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 2 0 2 1 号

【 判 決 要 旨 】 人 民 法 院 は 、 権 利 侵 害 被 疑 者 が

電 子 商 取 引 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム に 記 し た 製 品 販

売 リ ン ク に お け る 製 品 番 号 、 原 産 地 、 数 量 の
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表 記 及 び 「 メ ー カ ー 直 販 」 等 の 説 明 を 総 合 的

に 考 慮 し 、 権 利 侵 害 被 疑 製 品 が そ れ に よ っ て

製 造 さ れ た と 合 理 的 に 推 定 す る こ と が で き る 。

3 5 . 数 値 限 定 構 成 要 件 の 同 等 認 定

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法 知 行 終 9 8 5 号

【 判 決 要 旨 】 数 値 又 は 連 続 的 に 変 化 す る 数 値

範 囲 に よ っ て 限 定 さ れ る 発 明 専 利 又 は 実 用

新 案 専 利 に お け る 構 成 要 件 に つ い て は 、 同

等 原 則 の 適 用 を 絶 対 的 に 排 除 す べ き で は な

く 、 厳 格 に 限 定 す べ き で あ る 。 差 異 の あ る 数

値 又 は 数 値 範 囲 は 、 基 本 的 に 同 一 の 技 術 的

手 段 で 実 質 的 に 同 一 の 機 能 を 達 成 し 、 実 質

的 に 同 一 の 効 果 を 達 成 し 且 つ 当 業 者 が 創的 に 同 の 効 果 を 達 成 し 、 且 つ 当 業 者 が 創

造 的 な 労 働 を 払 わ ず に 想 到 で き る と と も に 、

技 術 分 野 、 発 明 の 種 類 、 請 求 項 の 補 正 内 容

等 の 関 連 要 素 を 総 合 的 に 考 慮 し 関 連 構 成 要

件 の 同 等 を 認 め る こ と が 請 求 項 の 保 護 範 囲

に 対 す る 社 会 公 衆 の 合 理 的 な 期 待 に 反 す る

こ と も な く 、 専 利 権 を 公 平 に 保 護 す る こ と が で

き る 場 合 、 同 等 の 構 成 要 件 を 構 成 す る と 認 定

す る こ と が で き る 。

3 6 . 意 匠 の 近 似 判 断 に お け る 専 利 の 相 違 構

成 要 件 に 対 す る 考 慮

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法 知 行 終 7 2 8 号

【 判 決 要 旨 】 専 利 意 匠 と 権 利 侵 害 被 疑 意 匠 に

対 し て 近 似 判 断 を 行 う 時 、 専 利 の 意 匠 が 従 来

意 匠 と 区 別 す る 意 匠 特 徴 を 決 定 し 、 こ の よ う

な 特 徴 を 、 意 匠 全 体 の 視 覚 効 果 に 対 し て よ り

影 響 を 与 え る 部 分 と し て み な す べ き で あ る 。

当 事 者 は 、 上 記 意 匠 の 相 違 構 成 要 件 に つ い

て 証 拠 を 提 出 又 は 説 明 す る こ と が で き 、 当 事

者 の 証 拠 提 出 又 は 説 明 が 不 十 分 な 場 合 人
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者 の 証 拠 提 出 又 は 説 明 が 不 十 分 な 場 合 、 人

民 法 院 は 、 一 般 消 費 者 の 知 識 レ ベ ル と 認 知

能 力 に 基 づ い て 意 匠 の 相 違 構 成 要 件 を 認 定

す る こ と が で き る 。
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3 7 . 使 用 者 、 販 売 者 は 製 造 者 の 先 使 用 権 に

基 づ い て 権 利 侵 害 抗 弁 を 主 張 す る 場 合 の 扱

い

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 8 3 9 号

【 判 決 要 旨 】 専 利 出 願 日 以 降 に 、 先 使 用 権 者

が 法 に 従 っ て 製 造 し た 製 品 を 使 用 、 許 諾 販 売 、

販 売 し 使 用 者 販 売 者 が 製 造 者 の 先 使 用販 売 し 、 使 用 者 、 販 売 者 が 製 造 者 の 先 使 用

権 を 理 由 で 専 利 権 侵 害 に な ら な い と 主 張 し た

場 合 、 人 民 法 院 は 支 持 す べ き で あ る 。

3 8 . 賃 貸 関 係 に お け る 合 法 的 仕 入 れ 元 抗 弁

の 認 定

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 2 8 6 9 号

【 判 決 要 旨 】 権 利 侵 害 被 疑 者 が 証 拠 を 提 出【 判 決 要 旨 】 権 利 侵 害 被 疑 者 が 、 証 拠 を 提 出

す る こ と で 、 権 利 侵 害 製 品 が 賃 貸 物 で あ り 且

つ 賃 貸 期 間 が ま だ 満 了 し て お ら ず 、 正 当 な 賃

貸 料 を 支 払 っ て お り 且 つ そ こ の 製 品 が 権 利 侵

害 製 品 で あ る と 知 ら ず 知 る べ き で も な い 場 合 、

人 民 法 院 は 、 そ の 合 法 的 仕 入 れ 元 抗 弁 が 成

立 す る と 認 定 す る こ と が で き る 。す 定 す

3 9 . 専 利 侵 害 訴 訟 手 続 き に お い て 専 利 権 を 移

転 す る 場 合 に お け る 侵 害 停 止 責 任 の 認 定

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 1 9 2 3 号

【 判 決 要 旨 】 専 利 権 侵 害 紛 争 事 件 の 審 理 中 、

元 の 専 利 権 者 が 紛 争 専 利 権 を 移 転 し た 場 合 、

そ の 訴 訟 主 体 資 格 は 影 響 さ れ な い 。 人 民 法

院 は 権 利 侵 害 被 疑 行 為 が 侵 害 に 当 た る と 判

断 し た 場 合 、 権 利 侵 害 被 疑 者 が 現 在 の 専 利

権 者 か ら 許 可 を 得 て い る こ と を 証 明 で き な い

限 り 、 法 に 従 っ て 元 の 専 利 権 者 の 侵 害 停 止

の 請 求 を 支 持 す べ き で あ る 。

4 0 . 非 公 開 販 売 製 品 の 専 利 侵 害 損 害 賠 償 額

の 計 算

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 1 5 8 4 号

【 判 決 要 旨 】 専 利 侵 害 損 害 賠 償 は 、 侵 害 が 発

生 し な い 場 合 の 専 利 権 者 の 元 の 状 態 に 回 復
2

典型案例紹介
る こ と に よ り 、 発 明 創 造 を 鼓 舞 す る こ と を 目 的

と す る 。 非 公 開 販 売 製 品 に つ い て は 、 市 場 で

の 販 売 状 況 に よ っ て 権 利 侵 害 損 害 額 を 計 算

す る こ と は で き な い た め 、 具 体 的 な 事 件 の 状

況 に 基 づ い て 、 専 利 技 術 案 の 実 施 に 関 連 し 、

市 場 利 益 の 獲 得 に 最 も 直 接 的 に 関 わ る 製 品

を 権 利 侵 害 損 害 賠 償 額 の 計 算 の 参 考 根 拠 とを 権 利 侵 害 損 害 賠 償 額 の 計 算 の 参 考 根 拠 と

す る こ と が で き る 。

つ づ く

出 典 ： 北 京 知 識 産 権 法 院
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実務 動向

非規範的商品の出願戦略

商 標 出 願 手 続 に 関 す る 実 務 に お い て は 、

通 常 「 類 似 商 品 及 び 役 務 の 区 分 表 」 （ 以 下

「 区 分 表 」 ） や オ ン ラ イ ン で 届 出 可 能 な 商 品

を 「 規 範 的 商 品 」 と 呼 び 、 「 区 分 表 」 に 記 載 さ

れ て い な い 商 品 を 「 非 規 範 的 商 品 」 と 呼 ぶ 。

「 非 規 範 的 商 品 」 と は 、 主 に 市 場 の 発 展 に

伴 い 新 た に 表 れ た 製 品 や サ ー ビ ス モ デ ル を

指 す 。

し か し 、 実 務 で は 、 非 規 範 的 商 品 を 出 願 す

続 補 指 令 書 絶 書る と 、 手 続 補 正 指 令 書 や 拒 絶 理 由 通 知 書 を

受 け る 場 合 が 多 い た め 、 出 願 人 は 代 替 案 と

し て 規 範 的 商 品 で 出 願 す る 傾 向 が あ る 。 た

だ し 、 こ の よ う な や り 方 は 、 出 願 人 の 新 製

品 ・ サ ー ビ ス モ デ ル を 保 護 で き ず 、 将 来 、 撤

三 （ 三 年 不 使 用 取 消 審 判 を 請 求 さ れ る こ と

の 略 ） ・ 無 効 審 判 請 求 ・ 侵 害 訴 訟 な ど に 遭 遇の 略 ） 無 効 審 判 請 求 侵 害 訴 訟 な ど に 遭 遇

す る 場 合 、 権 利 を 損 な っ て し ま う お そ れ が あ

る 。

こ の よ う な 事 態 を 避 け る た め に 、 出 願 人 は

出 願 に お い て 非 規 範 的 商 品 を 指 定 す る 必 要

が あ る 場 合 に 、 審 査 官 が 当 該 商 品 の 具 体 的

な 機 能 や 特 徴 を 理 解 し 分 類 で き る よ う 、 商 品

の 内 容 を 可 能 な 限 り 明 確 か つ 正 確 に 記 載 す

る 必 要 が あ る 。 明 確 に 説 明 す る こ と が 難 し い

場 合 に は 、 上 位 概 念 に あ た る 規 範 的 商 品 ＋

最 も 近 い 下 位 概 念 に あ た る 規 範 的 商 品 と

い っ た 組 み 合 わ せ で 代 用 す る 案 が 考 え ら れ

る 。 当 該 新 商 品 が 現 行 「 区 分 表 」 の ど の カ テ

ゴ リ に 属 す る か 分 か ら な い 場 合 に は 類 似ゴ リ に 属 す る か 分 か ら な い 場 合 に は 、 類 似

す る す べ て の カ テ ゴ リ に 出 願 を 提 出 す る こ と

も 選 択 肢 と し て 考 え ら れ る 。 そ う す る こ と に

よ り 、 権 利 の 喪 失 や 他 人 の 出 願 に よ り 先 を

2
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越 さ れ る こ と を 回 避 で き る 。

要 す る に 、 非 規 範 的 商 品 に な る 場 合 、 出

願 人 が 手 続 補 正 指 令 書 を 敬 遠 し て あ ま り 不

適 切 な 代 替 商 品 を 指 定 す る こ と は 、 避 け る

べ き で あ る 。 な ぜ な ら 自 分 の 権 利 を 守 る こ と

も で き ず 、 「 区 分 表 」 の 改 善 ・ 完 成 を 促 進 す

る こ と に も つ な が ら な い か ら で あ る 。
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